
戦
前
の
日
本
の
精
神
病
学
は
ド
イ
ツ
精
神
病
学
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
日
本
医
学
の
全
体
が
ド
イ
ツ
医
学
の
圧

倒
的
影
響
下
に
そ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ク
レ
ペ
リ
ン
ａ
目
昌
犀
四
ｇ
の
盲
）
が
樹
立
し
た
精
神
疾
患
分
類
が
世
界
の
お
お
く
の

（
１
）

国
で
う
け
い
れ
ら
れ
た
（
そ
し
て
、
い
ま
も
う
け
い
れ
ら
れ
て
い
る
）
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
そ
し
て
戦
後
は
合
州
国
の
動
態
（
力
動
）
精
神
医

学
の
影
響
を
う
け
て
、
動
態
概
念
を
大
幅
に
と
り
い
れ
て
い
る
。

呉
秀
三
「
我
邦
二
於
ケ
ル
精
神
病
二
関
ス
ル
最
近
ノ
施
設
」
（
東
京
医
学
会
創
立
二
十
五
年
祝
賀
論
文
第
二
輯
一
九
一
三
年
）
は
、
一
九
二

年
ま
で
の
精
神
科
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
つ
き
記
載
し
て
い
る
。
「
精
神
病
学
専
門
又
ハ
之
卜
関
係
深
キ
医
師
」
で
海
外
留
学
し
た
二

五
名
中
で
、
記
載
か
ら
留
学
先
の
国
名
が
は
っ
き
り
し
な
い
三
名
を
の
ぞ
く
と
、
留
学
先
は
ド
イ
ッ
ニ
一
名
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
六
名
（
い
ず
れ

も
ド
イ
ツ
と
両
方
へ
）
、
合
州
国
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
合
州
国
一
名
と
は
、
こ
の
あ
と
く
わ
し
く
の
べ
る
松
原
三
郎
で
あ
る
が
、
そ
の
後
合
州

国
に
留
学
し
た
精
神
病
学
者
は
案
外
に
お
お
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
人
に
つ
い
て
概
観
し
、
ま
た
戦
前
に
お
け
る
合
州
国
留
学
の
総
体
と

（
２
）

し
て
の
意
義
を
か
ん
が
え
た
い
。
名
を
あ
げ
る
な
か
に
は
伝
記
的
事
項
を
充
分
に
確
認
で
き
て
い
な
い
人
も
い
る
。
『
神
経
学
雑
誌
」
雑
報

な
ど
を
中
心
に
で
き
る
だ
け
人
の
動
き
は
お
っ
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
れ
た
人
は
い
る
だ
ろ
う
。
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
留
学
な
ど
の
帰

途
な
ど
で
、
合
州
国
は
単
に
視
察
し
た
だ
け
と
判
断
さ
れ
た
人
は
の
ぞ
い
た
。

戦
前
合
州
国
に
留
学
し
た
精
神
病
学
者
た
ち
（
上
）

ｌ
松
原
三
郎
、
齋
藤
玉
男
、
石
田
昇
ほ
か
Ｉ

和
罐
繼
唯
蕊
禅
嗜
澪
平
成
六
年
三
川
二
十
二
日
受
付

岡
田
靖

雄

nノー戸
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１
、
留
学
ま
で

松
原
は
一
八
七
七
年
（
明
治
一
○
年
）
一
○
月
一
九
日
に
金
沢
市
近
郊
（
現
金
沢
市
内
）
に
漢
学
者
朝
田
道
一
の
長
男
と
し
て
う
ま
れ
、
父
方

祖
父
の
松
原
の
姓
を
つ
い
だ
。
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
年
）
二
月
第
四
高
等
学
校
医
学
部
（
現
金
沢
大
学
医
学
部
）
を
卒
業
。
上
京
し
て
高

田
耕
安
の
東
洋
内
科
医
院
で
実
地
の
経
験
を
か
さ
ね
、
ま
た
翌
年
二
月
か
ら
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
病
理
学
選
科
生
と
な
り
、
さ
ら
に

片
山
國
嘉
教
授
に
法
医
学
を
ま
な
び
、
そ
し
て
内
科
学
の
研
讃
も
か
さ
ね
た
。
片
山
の
推
挽
で
一
八
八
九
年
（
明
治
三
二
年
）
九
月
に
は
東
京

帝
国
大
学
医
科
大
学
精
神
病
学
選
科
生
と
な
っ
て
、
精
神
病
学
専
攻
に
転
じ
た
。
東
京
府
巣
鴨
病
院
（
当
時
片
山
医
長
）
医
員
兼
医
科
大
学
助

手
と
な
っ
た
の
は
、
同
年
二
月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
松
原
は
も
っ
と
も
熱
心
な
医
員
で
、
一
番
は
や
く
出
勤
し
て
、
神
経
病
理
学
の
研

究
と
臨
床
と
に
没
頭
し
た
。
わ
た
し
の
「
戦
前
の
精
神
科
病
院
に
お
け
る
脚
気
の
発
生
状
況
Ｉ
巣
鴨
病
院
ｌ
松
沢
病
院
の
統
計
を
中
心
に

Ｉ
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
二
七
巻
第
二
号
、
一
九
八
一
年
）
に
『
明
治
三
十
三
年
巣
鴨
病
院
医
局
日
誌
」
か
ら
脚
気
に
関
す
る
記
述
を
引
用

し
て
お
い
た
が
、
死
亡
に
い
た
る
患
者
の
症
状
を
も
っ
と
も
く
わ
し
く
記
録
し
て
い
る
の
は
松
原
で
、
そ
こ
に
は
「
思
ひ
き
や
色
さ
め
は
て

し
花
の
上
に
／
な
ほ
さ
よ
あ
ら
し
ふ
き
す
さ
す
と
は
」
と
い
っ
た
弔
歌
も
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
病
理
解
剖
に
も
っ
と
も
熱
心
だ
っ
た
の
も
こ

の
人
で
あ
っ
た
。
と
く
に
一
九
○
一
年
一
○
月
に
帰
国
し
て
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
・
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
長
と
な
っ
た
呉
秀
三
が

松
原
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
合
州
国
に
留
学
し
た
た
だ
一
人
の
精
神
病
学
者
で
あ
る
。
松
原
の
生
涯
に
つ
い
て
は
松
原
病
院
か
ら
創
立

（
３
）

五
○
周
年
記
念
の
追
憶
集
『
悌
」
二
九
七
七
年
）
が
で
て
お
り
、
ま
た
金
沢
で
松
原
の
二
代
あ
と
の
教
授
に
な
っ
た
秋
元
波
留
夫
に
よ
る
「
松
原
三

郎
Ｉ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
医
学
者
Ｉ
」
（
日
本
の
精
神
医
学
一
○
○
年
を
築
い
た
人
々
・
第
一
部
）
（
臨
床
精
神
医
学
、
第
八
巻
第
一
○
号
、
一
九
七

五
年
）
が
あ
る
。
留
学
中
の
こ
と
に
つ
い
て
は
寺
畑
喜
朔
「
松
原
三
郎
教
授
と
米
国
留
学
」
（
北
陸
英
学
史
研
究
、
第
五
輯
一
九
九
二
年
）
が
ま

五
年
）
が
あ
る

と
め
て
い
る
。

、
寺
Ｊ
屯
１
喝

一
、
松
原
三
郎
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も
ち
か
え
っ
た
ニ
ス
ル
染
色
を
松
原
は
い
ち
は
や
く
習
得
し
て
、
神
経
病
理
学
の
実
績
を
あ
げ
た
。
一
九
○
三
年
の
「
神
経
学
雑
誌
」
第
二

巻
に
四
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
「
神
経
細
胞
ノ
ー
般
病
理
論
」
は
、
留
学
の
た
め
未
完
に
お
わ
っ
て
い
る
が
、
わ
が
国
で
最
初
の
神
経
病

九
○
一
房

年
、
総
聿

で
あ
る
。

理
学
総
論
で
あ
っ
た
。

松
原
の
巣
鴨
病
院
在
籍
は
一
九
○
三
年
（
明
治
三
六
年
）
二
月
一
七
日
ま
で
で
あ
っ
た
。
同
日
松
原
は
横
浜
出
帆
の
伊
予
丸
で
私
費
で
合

州
国
に
む
か
っ
た
。
巣
鴨
病
院
の
同
僚
で
あ
っ
た
北
林
貞
道
の
し
る
す
と
こ
ろ
（
「
松
原
教
授
を
追
懐
す
」
、
『
悌
』
）
で
は
、
同
郷
の
高
峰
讓
吉
が

帰
朝
し
た
折
り
に
合
州
国
留
学
の
利
便
を
き
い
て
、
合
州
国
に
わ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
出
身
校
の
「
十
全
会
雑
誌
」
第
二
九
号
二
九
○
三
年
）

と
こ
ろ
で
、
一
九
○
二
年
四
月
に
呉
お
よ
び
三
浦
謹
之
助
を
主
幹
と
す
る
日
本
神
経
学
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
機
関
誌
「
神
経
学
雑
誌
」

が
同
年
四
月
一
日
に
発
刊
さ
れ
た
。
は
じ
め
二
年
間
の
同
誌
発
行
が
も
っ
ぱ
ら
松
原
の
尽
力
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
三
宅
鑛
一

の
追
悼
文
（
「
松
原
三
郎
君
を
悼
む
」
、
精
神
神
経
学
雑
誌
、
第
四
○
巻
第
九
号
、
一
九
三
六
年
）
に
「
明
治
三
十
五
年
春
、
日
本
神
経
学
会
の
創
立

に
際
し
呉
、
三
浦
両
主
幹
の
命
に
従
ひ
て
、
そ
の
雑
誌
編
輯
事
務
に
関
与
し
、
原
著
、
抄
録
の
蒐
集
、
校
正
、
果
て
は
雑
誌
発
送
に
至
る
ま

で
、
凡
て
、
皆
、
氏
の
一
手
に
て
完
成
せ
ら
れ
た
る
こ
と
す
ら
あ
り
。
こ
は
当
時
の
事
情
を
知
れ
る
も
の
の
等
し
く
感
謝
せ
る
所
と
す
」
と

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
『
神
経
学
雑
誌
』
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
○
二
年
）
に
の
っ
て
い
る
「
明
治
三
十
四
年
神
経
学
年
報
」
は
一

○
あ
ま
り
を
の
ぞ
く
一
二
三
編
ほ
ど
が
松
原
に
よ
る
抄
録
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
留
学
前
の
論
文
の
主
題
を
順
次
あ
げ
て
お
く
と
、
試
験
的
亜
爾
個
保
爾
中
毒
症
状
（
一
九
○
二
年
、
討
論
）
、
試
験
的
酒
精
中
毒
に
よ

る
中
枢
神
経
系
変
化
（
一
九
○
二
年
）
、
ク
ス
マ
ウ
ル
氏
略
伝
二
九
○
二
年
）
、
ゴ
ル
ッ
氏
略
伝
（
一
九
○
二
年
）
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
氏
略
伝
（
一

九
○
二
年
）
、
嗜
酒
狂
鑑
定
例
（
一
九
○
三
年
、
呉
へ
の
連
名
）
、
神
経
細
胞
の
一
般
病
理
論
二
九
○
三
年
）
、
神
経
衰
弱
症
の
治
療
（
一
九
○
三

年
、
総
説
）
、
発
作
性
妄
想
狂
二
九
○
三
年
）
、
臭
素
剤
中
毒
の
血
液
所
見
二
九
○
三
年
）
、
臭
素
剤
中
毒
の
神
経
細
胞
所
見
二
九
○
三
年
）

２
、
留
学
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に
・
九
月
二
三
日
発
の
松
原
の
通
信
が
の
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
松
原
は
、
合
州
国
に
一
年
半
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
四
か
月
、
最
後
に
ド
イ
ツ
に

い
く
と
い
う
計
画
を
の
べ
、
合
州
国
を
最
初
に
す
る
に
つ
い
て
は
「
小
生
の
専
門
た
る
精
神
病
学
及
び
神
経
病
学
の
研
究
上
に
は
特
に
便
利

な
る
所
も
あ
り
且
つ
将
来
殊
に
有
望
な
る
点
も
あ
る
べ
し
と
確
信
し
て
米
国
を
先
き
に
し
た
る
次
第
に
有
之
候
」
と
、
当
時
と
し
て
は
異
例

だ
っ
た
合
州
国
留
学
の
理
由
を
の
べ
て
い
る
。
合
州
国
で
松
原
は
は
じ
め
家
事
労
働
に
よ
り
自
活
し
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、
自
活
の
可
能

性
も
合
州
国
選
択
の
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

松
原
は
よ
く
か
く
人
で
あ
っ
た
。
第
四
高
等
学
校
医
学
部
在
学
中
『
十
全
会
雑
誌
」
の
編
集
委
員
で
あ
っ
た
か
れ
は
、
鐡
腸
の
筆
名
で
論

説
、
紀
行
文
、
新
体
詩
な
ど
を
し
ば
し
ば
寄
稿
し
て
お
り
、
上
京
し
て
か
ら
は
在
在
京
同
窓
生
の
消
息
な
ど
を
か
き
お
く
っ
て
い
る
。
留
学

中
の
松
原
の
通
信
は
『
神
経
学
雑
誌
』
に
は
計
一
三
回
（
精
神
病
学
教
室
あ
て
と
お
も
わ
れ
る
も
の
が
七
回
、
三
宅
あ
て
が
一
回
、
三
浦
・
呉
あ
て

（
４
）

が
二
回
、
不
明
三
回
）
、
「
十
全
会
雑
誌
」
に
は
計
七
回
（
第
一
回
は
母
あ
て
一
○
○
余
通
か
ら
の
抜
き
書
き
、
他
は
学
友
八
田
智
証
あ
て
、
第
四
回
の

（
５
）

も
の
は
八
田
あ
て
の
二
二
通
）
の
っ
て
い
る
。
「
神
経
学
雑
誌
」
に
は
ほ
か
の
人
の
海
外
通
信
も
の
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
お
お
く
の
っ
て
い

る
人
は
ほ
か
に
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
松
原
の
第
四
回
通
信
は
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
神
経
病
学
会
の
内
容
を
く
わ
し
く

紹
介
し
て
い
て
、
細
字
八
ペ
イ
ジ
に
わ
た
っ
て
い
る
。
他
回
の
も
の
で
は
、
見
学
し
た
精
神
科
病
院
の
現
況
が
詳
細
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
松
原
は
き
わ
め
て
筆
ま
め
に
、
し
か
も
的
確
に
合
州
国
の
精
神
病
学
・
神
経
病
学
や
関
連
施
設
の
状
況
を
通
信
し
て
い
て
、
そ
の
内

容
の
学
術
的
価
値
が
た
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
は
じ
め
は
、
母
あ
て
の
ほ
か
に
は
手
紙
を
か
く
心
の
余
裕
も
な
か
っ
た
の
か
、
『
神

経
学
雑
誌
」
掲
載
第
一
回
の
も
の
は
一
九
○
四
年
六
月
二
六
日
づ
け
で
あ
り
、
八
田
あ
て
の
最
初
は
一
九
○
六
年
正
月
づ
け
で
あ
る
（
文
面
か

ら
み
て
、
八
田
あ
て
に
は
こ
の
ま
え
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
・
寺
畑
論
文
は
、
両
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
か
か
れ
た
合
州
国
事
情
を
中
心
に
紹

介
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
松
原
の
留
学
経
過
を
た
ど
る
の
が
主
眼
で
あ
る
。

ま
ず
、
帰
朝
ま
で
の
経
過
を
お
っ
て
お
く
。
一
九
○
三
年
二
月
一
七
日
に
横
浜
を
た
っ
て
一
二
月
四
日
シ
ャ
ト
ル
着
。
一
二
月
二
四
日

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
着
。
一
二
月
二
六
日
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
弓
閨
房
房
匿
邑
号
の
病
理
学
研
究
所
を
お
と
づ
れ
て
そ
こ
で
の
研
究
を
依
頼
し
、
ま
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え
か
ら
連
絡
し
て
あ
っ
た
の
で
承
諾
を
え
た
。
一
二
月
三
○
日
所
長
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ヤ
（
シ
・
民
三
里
の
『
）
に
面
会
。
家
事
労
働
を
し
な
が

ら
研
究
を
つ
づ
け
、
一
九
○
五
年
夏
ご
ろ
、
秋
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
い
く
計
画
を
と
り
や
め
て
、
同
所
で
の
研
究
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。

同
年
八
月
一
八
日
か
ら
ス
タ
ッ
フ
・
ハ
ウ
ス
に
は
い
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
て
研
究
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
○
六
年
八
月
二
一
日

か
ら
約
一
か
月
、
一
九
○
七
年
七
月
一
四
日
か
ら
同
八
月
一
八
日
ま
で
暑
中
休
暇
で
各
地
の
関
連
施
設
を
見
学
。
一
九
○
七
年
九
月
八
日
ま

で
に
、
合
州
国
に
永
住
し
た
い
と
こ
ろ
を
母
の
病
気
に
よ
り
帰
国
の
決
心
を
さ
だ
め
る
。
一
九
○
八
年
九
月
一
二
日
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
を
出
帆

し
て
九
月
二
二
日
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
着
。
ブ
ラ
ッ
セ
ル
、
パ
リ
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
、
バ
ー
ゼ
ル
、
ベ
ル
ン
、
ツ
ュ
ー
リ
ヒ
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
、
プ
ラ
ハ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ハ
レ
、
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
、

ロ
ン
ド
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
へ
て
一
二
月
帰
朝
（
た
ぶ
ん
一
二
月
三
一
日
神
戸
着
）
。
一
九
○
九
年
（
明
治
四
二
年
）
一
月
三
日
金
沢
に
か
え
る
。

一
月
二
五
日
上
京
し
て
、
同
日
日
本
神
経
学
会
の
歓
迎
会
あ
り
。

つ
ぎ
に
留
学
の
い
く
つ
か
の
面
を
み
て
お
こ
う
。
第
一
は
下
宿
代
の
問
題
で
、
さ
い
わ
い
こ
の
点
を
詳
述
し
た
回
顧
録
（
石
川
県
教
育
会
機

関
誌
「
河
北
」
第
五
号
、
一
九
二
三
年
二
月
五
目
が
「
悌
」
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
余
が
家
も
と
貧
に
し
て
普
通
に
下
宿
し
て

永
く
研
究
に
従
事
す
る
に
堪
え
ず
、
前
途
大
い
に
心
細
き
も
の
あ
り
。
勿
論
国
を
出
づ
る
や
既
に
自
活
研
究
を
決
心
せ
る
な
り
」
と
あ
る
。

一
二
月
二
四
日
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
つ
く
と
、
樋
口
旅
館
と
い
う
日
本
人
の
旅
館
に
下
宿
し
た
。
合
州
国
人
の
家
庭
で
家
事
労
働
を
し
て
そ
の

代
償
と
し
て
無
料
下
宿
さ
せ
て
も
ら
う
方
針
を
た
て
て
、
ヘ
ン
リ
ー
の
名
で
翌
年
一
月
一
七
日
の
新
聞
に
広
告
を
だ
し
、
四
月
一
二
日
か
ら

そ
の
生
活
に
は
い
っ
た
。
午
前
八
時
半
に
家
を
で
て
午
後
四
時
ま
で
研
究
所
、
四
時
半
に
帰
宅
。
そ
の
前
後
に
炊
事
、
掃
除
な
ど
を
し
た
の

で
あ
る
。
す
み
こ
ん
だ
家
庭
の
都
合
で
、
住
み
込
み
先
は
三
回
か
わ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
○
五
年
八
月
一
八
日
か
ら
は
マ
イ
ャ
所
長
の
好
意

で
準
職
員
（
助
手
）
と
し
て
病
院
の
の
国
廟
言
巨
の
①
に
無
料
宿
泊
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
あ
と
三
年
あ
ま
り
は
研
究
に
専
念
で
き
た
。

つ
ぎ
の
問
題
は
病
理
学
研
究
所
の
選
択
で
あ
る
。
出
発
前
の
十
全
会
あ
て
一
九
○
三
年
九
月
二
三
日
発
の
通
信
に
は
、
「
新
紐
育
に
て
は
骨
．

弓
彦
①
己
四
号
巳
○
ぬ
旨
巴
冒
習
岸
巨
房
旦
号
①
ｚ
①
雪
国
○
具
ｍ
国
房
国
吊
豆
国
玩
具
号
①
言
の
画
邑
①
ゞ
い
の
○
言
ヨ
ウ
田
口
邑
弓
閂
囚
ご
》
学
弓
冨
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ご
国
ご
国
凰
ｑ
曽
己
団
呂
ｇ
扁
冨
①
畠
の
巴
⑦
○
房
鴨
に
て
精
神
病
学
と
神
経
病
学
と
の
研
究
に
従
事
す
べ
き
予
定
に
御
座
候
就
中
第
一
の
精
神

病
学
研
究
所
は
甚
だ
盛
大
な
る
も
の
シ
如
く
独
逸
国
に
て
は
之
に
匹
敵
す
る
無
き
が
如
く
に
候
」
な
ど
あ
る
。
松
原
の
「
神
経
学
雑
誌
』
第

四
巻
第
八
号
所
載
通
信
に
よ
れ
ば
、
ウ
ォ
ー
ヅ
島
に
は
男
の
患
者
を
主
に
収
容
す
る
東
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
病
院
と
女
の
患
者
を
主
と
す
る
西
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
病
院
と
（
患
者
は
両
方
で
四
○
○
○
名
を
こ
す
）
、
お
よ
び
病
理
学
研
究
所
が
あ
る
。
研
究
所
所
長
マ
イ
ャ
に
つ
い
て
は
最
後
に
く

わ
し
く
の
べ
る
が
、
合
州
国
に
く
る
ま
え
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
ｚ
尉
堅
教
室
で
呉
と
も
面
識
が
あ
っ
た
。
松
原
は
マ
イ
ヤ
夫
人
に
も
は
や
く
か

ら
気
に
い
ら
れ
、
演
説
草
稿
を
な
お
し
て
も
ら
っ
た
り
も
し
て
い
る
（
日
本
は
一
九
○
四
年
二
月
一
○
日
に
ロ
シ
ヤ
に
た
い
し
宣
戦
布
告
を
し
て
お

り
、
松
原
が
合
州
国
で
歓
迎
さ
れ
た
に
つ
い
て
は
日
本
と
い
う
国
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
は
か
れ
の
勤
勉
さ
の
た
め
だ
ろ

う
）
。
か
れ
が
助
手
と
な
っ
て
か
ら
の
生
活
も
、
お
な
じ
通
信
に
く
わ
し
い
・
自
室
か
ら
午
前
六
時
半
に
研
究
室
に
い
き
、
自
室
に
か
え
る
の

は
夜
二
時
に
な
る
、
夜
九
時
半
に
な
る
と
研
究
所
に
い
る
の
は
一
人
だ
け
で
あ
る
。
研
究
室
は
一
室
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
週
三
回
の
院
長
に
よ
る
男
病
院
お
よ
び
女
病
院
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
週
一
回
の
研
究
所
講
習
生
へ
の
マ
イ
ヤ
所
長
に
よ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

マ
イ
ヤ
が
教
授
を
兼
任
し
て
い
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
生
へ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
研
究
所
講
習
生
へ
の
マ
イ
ャ
所
長
に
よ
る
脳
脊
髄
の
胎
生
学
お
よ

び
解
剖
学
の
毎
日
の
講
義
を
で
き
る
だ
け
き
い
て
い
る
。

精
神
病
の
分
類
は
主
と
し
て
ク
レ
ペ
リ
ン
お
よ
び
ウ
ェ
ル
ニ
ヶ
の
分
類
法
に
類
し
て
い
る
が
、
一
九
○
三
年
ご
ろ
か
ら
マ
イ
ヤ
の
意
見
に

よ
り
さ
ら
に
複
雑
精
密
に
分
類
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
早
発
痴
狂
が
多
数
で
あ
る
。
両
病
院
の
医
師
に
よ
る
談
話
会
は
月
一
回

あ
る
が
、
「
各
医
員
其
出
で
し
学
校
を
異
に
し
〔
中
略
〕
各
医
員
の
抱
け
る
精
神
病
上
の
系
統
に
は
、
随
分
異
同
あ
り
、
爲
め
に
討
論
も
一
段

の
活
気
あ
り
て
、
面
白
し
」
、
「
ク
レ
ペ
リ
ン
の
学
説
を
攻
撃
す
る
盛
な
る
助
手
も
あ
り
た
り
」
（
神
経
学
雑
誌
、
第
五
巻
第
三
号
）
（
な
お
、
松
原

の
し
る
す
と
こ
ろ
で
は
、
合
州
国
の
他
病
院
は
だ
い
た
い
ク
レ
ペ
リ
ン
の
体
系
に
よ
っ
て
い
た
）
。
ま
た
、
研
究
所
の
不
定
期
の
談
話
会
、
ま
た
の
ち

に
は
研
究
所
で
昼
食
後
一
時
間
の
集
談
会
が
あ
っ
た
。
松
原
が
う
け
と
め
た
マ
イ
ャ
の
学
説
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
は
通
信
に
は
で

て
い
な
い
。
だ
が
、
上
記
の
よ
う
な
学
問
的
雰
囲
気
の
な
か
で
松
原
は
そ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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松
原
が
主
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
た
の
は
神
経
病
理
の
研
究
で
あ
る
。
か
れ
の
研
究
室
に
は
専
用
の
ミ
ク
ロ
ト
ー
ム
も
あ
っ
た
。
松
原
に

つ
い
で
マ
イ
ヤ
に
師
事
し
た
齋
藤
玉
男
は
『
悌
」
所
載
「
先
生
の
人
生
土
俵
場
」
に
こ
う
か
い
て
い
る
。
「
さ
て
教
授
〔
マ
イ
ャ
ー
〕
の
許
に

辿
り
着
い
て
最
初
に
見
ら
れ
た
の
が
故
人
の
創
業
に
成
る
硝
子
台
に
描
い
た
脳
の
伝
導
路
系
統
の
模
型
で
あ
り
〔
中
略
〕
こ
の
模
型
が
実
に
精

巧
徴
密
な
も
の
で
硝
子
面
に
髄
鞘
染
色
標
本
を
裏
か
ら
当
て
て
置
き
、
表
に
如
実
に
各
径
路
の
輪
廓
を
描
い
た
上
で
、
運
動
路
は
赤
、
感
覚

路
は
緑
と
言
っ
た
工
合
に
色
別
け
を
し
、
そ
れ
を
連
続
切
片
の
枚
数
通
り
に
番
号
を
追
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
模
型
を

十
枚
位
づ
つ
重
ね
て
横
か
ら
眺
め
れ
ば
、
一
つ
一
つ
の
径
路
の
経
過
や
隣
接
径
路
と
の
関
係
等
が
そ
れ
こ
そ
手
に
取
る
よ
り
暗
か
に
判
る
の

で
あ
る
。
教
室
を
訪
ず
れ
る
各
国
の
専
門
学
者
は
い
ず
れ
も
驚
嘆
賛
美
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
あ
の
模
型
は
教
室
の
誇
り
と
し
て
、
且

は
何
よ
り
の
故
人
の
記
念
と
し
て
永
く
彼
の
地
に
輝
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
／
こ
の
模
型
は
故
人
が
マ
イ
ャ
ー
教
授
と
共
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の

ウ
ォ
ー
ヅ
ア
イ
ラ
ン
ド
病
院
に
暮
し
た
頃
の
製
作
に
係
る
も
の
で
、
故
人
は
日
中
は
劇
し
い
医
務
に
没
頭
し
、
い
つ
も
夕
食
後
の
自
分
の
時

間
に
研
究
室
で
製
作
し
、
夜
半
に
な
る
こ
と
も
珍
ら
し
く
な
か
っ
た
と
言
う
。
」
ま
た
金
沢
医
学
専
門
学
校
で
松
原
の
最
初
の
門
下
生
と
な
っ

た
福
田
美
明
の
か
く
と
こ
ろ
（
『
悌
』
所
載
「
恩
師
松
原
教
授
」
）
で
は
、
「
そ
の
業
績
の
標
本
が
米
国
の
研
究
室
か
ら
大
箱
に
二
杯
ぎ
っ
し
り
詰

め
込
ん
で
送
ら
れ
多
額
の
保
険
附
で
届
い
た
の
で
あ
る
。
」

そ
の
学
位
論
文
「
鯵
憂
性
精
神
病
ノ
本
態
」
の
審
査
要
旨
に
は
「
著
者
ハ
紐
育
州
立
精
神
病
理
研
究
所
二
於
テ
精
神
病
ノ
臨
床
的
及
上
病

理
解
剖
的
研
究
二
従
事
セ
シ
コ
ト
四
年
其
間
二
経
験
シ
タ
ル
病
床
的
材
料
ョ
リ
謹
憂
性
精
神
病
二
関
ス
ル
此
諭
著
ヲ
公
ニ
シ
タ
リ
」
と
あ
っ

て
、
留
学
中
に
臨
床
的
研
究
に
も
い
そ
し
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
予
定
さ
れ
た
伝
記
へ
の
序
と
し
て
マ
イ
ャ
が
よ
せ
た
文
章
（
「
悌
』
）
に
は
、

松
原
は
「
特
異
的
神
経
毒
素
を
と
り
だ
す
可
能
性
の
研
究
、
解
剖
例
の
研
究
と
臨
床
の
仕
事
と
に
没
頭
し
て
い
た
」
（
原
文
は
イ
ギ
リ
ス
語
）
と

と
こ
ろ
で
、
合
州
国
か
ら
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
に
わ
た
る
の
が
、
松
原
の
最
初
の
計
画
で
あ
っ
た
。
一
九
○
五
年
二
月
五
日
発

行
の
『
神
経
学
雑
誌
」
第
四
巻
第
八
号
に
の
っ
た
通
信
に
は
、
「
小
生
此
秋
二
渡
欧
ス
ベ
キ
積
ナ
リ
シ
モ
昨
今
熟
考
ス
ル
ニ
欧
州
ニ
テ
モ
此
人

↑
の
↓
勺
。
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金
沢
医
学
校
就
職
の
こ
と
は
、
合
州
国
出
帆
前
に
三
宅
に
だ
し
た
通
信
（
「
神
経
学
雑
誌
」
第
七
巻
第
七
号
、
一
九
○
八
年
）
に
「
今
度
小
生
ハ

帰
国
仕
ル
ベ
ク
候
帰
国
後
ハ
金
沢
医
学
校
二
蟄
居
ス
ル
事
二
相
成
り
申
候
」
と
し
て
、
母
が
病
気
の
た
め
急
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

と
そ
の
理
由
を
か
い
て
い
る
。
か
れ
が
金
沢
医
学
専
門
学
校
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
金
沢
病
院
精
神
及
神
経
科
長
を
嘱
託
さ
れ
た
の
は
一
九

○
九
年
（
明
治
四
二
年
）
一
月
二
二
日
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
四
月
に
は
学
校
の
医
科
大
学
昇
格
に
と
も
な
い
松
原
は
教
授
に
な
っ
た
。
金
沢

病
院
に
は
一
八
九
九
年
ご
ろ
精
神
科
病
室
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
。
一
九
○
五
年
の
移
転
に
よ
っ
て
そ
の
病
室
は
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
を
、

松
原
の
着
任
に
と
も
な
い
再
築
に
着
手
さ
れ
、
一
九
○
九
年
九
月
に
落
成
し
た
。
そ
の
病
室
に
つ
き
呉
（
「
我
国
二
於
ケ
ル
精
神
病
二
関
ス
ル
最

近
ノ
施
設
」
）
は
、
「
此
新
築
病
室
ハ
ッ
ェ
ル
レ
ノ
如
キ
モ
ノ
一
個
モ
ナ
ク
但
随
時
粗
暴
ナ
ル
患
者
ヲ
収
容
シ
得
ベ
キ
様
二
変
化
シ
得
ベ
キ
室
三

室
ア
リ
日
本
建
築
ト
シ
テ
ハ
模
範
的
ナ
ル
ベ
シ
ト
称
ス
」
と
し
る
す
。
こ
の
定
員
は
一
九
名
で
あ
っ
た
が
、
と
き
に
収
容
三
○
名
に
達
す
る

ノ
下
二
斯
ク
自
由
二
研
究
ス
ル
コ
ト
ハ
余
程
困
難
ナ
リ
ト
思
ハ
レ
候
二
付
今
暫
ク
当
研
究
所
二
止
ル
事
二
変
更
致
候
」
と
あ
る
。
ま
た
一
九

○
七
年
九
月
八
日
づ
け
の
八
田
あ
て
通
信
（
『
十
全
会
雑
誌
」
第
四
九
号
）
に
は
、
「
小
生
も
母
が
病
気
の
爲
め
此
夏
に
帰
国
す
る
と
云
ふ
噂
が

専
ら
盛
で
あ
っ
た
相
で
す
が
サ
モ
あ
る
へ
き
事
と
思
は
れ
ま
す
、
自
分
一
個
人
の
み
の
事
を
考
へ
た
な
ら
ば
亜
米
利
加
永
住
は
最
上
の
策
で

あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
ま
す
が
、
小
生
一
人
の
み
を
一
切
の
生
命
と
し
て
生
き
て
居
る
母
の
事
を
思
出
す
と
感
情
上
ソ
ン
ナ
事
を
ヤ
ル
訳
に
も

行
か
な
い
」
と
あ
る
（
母
は
心
臓
病
か
ら
脳
梗
塞
に
よ
る
半
身
不
随
）
。
松
原
が
合
州
国
の
こ
の
病
理
学
研
究
所
に
ひ
か
れ
た
様
子
が
よ
く
わ
か

る
。
そ
れ
は
合
州
国
の
魅
力
で
あ
る
と
と
も
に
マ
イ
ャ
の
人
徳
で
あ
り
、
松
原
の
帰
国
後
も
師
弟
は
人
情
を
か
よ
わ
せ
あ
っ
て
い
た
。

さ
き
に
名
を
だ
し
た
齋
藤
が
一
九
一
四
年
一
○
月
に
マ
イ
ャ
の
と
こ
ろ
に
た
ど
り
つ
く
と
、
「
教
授
の
最
初
の
質
問
は
「
ド
ク
ト
ル
松
原
の

近
況
は
ど
う
で
す
か
」
で
あ
っ
た
」
（
「
先
生
の
人
生
土
俵
場
」
）
。
松
原
は
一
九
二
三
’
二
五
年
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
留
学
の
帰
途
合
州
国
に
よ
っ
て

旧
師
に
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
に
定
年
退
職
に
な
る
は
ず
の
マ
イ
ヤ
を
日
本
に
よ
ぼ
う
と
松
原
が
計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
マ
イ
ヤ
の
定
年

が
特
例
延
期
に
な
っ
て
こ
の
計
画
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
も
齋
藤
が
の
べ
て
い
る
。

３
、
帰
国
後
の
研
究
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鯵
憂
病
で
そ
の
全
経
過
中
に
自
覚
的
に
も
他
覚
的
に
も
制
止
症
状
も
興
奮
症
状
も
な
い
も
の
を
著
者
は
単
一
性
鯵
病
と
称
し
、
そ
れ
が
躁

病
と
交
代
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
こ
れ
を
原
本
症
と
み
と
め
た
。
自
覚
的
制
止
症
状
は
あ
る
が
他
覚
的
制
止
ま
た
は
興
奮
の
症
状
は
な
い

も
の
も
、
躁
病
と
交
代
す
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
も
一
つ
の
原
本
症
で
あ
る
。
こ
の
単
一
性
謹
病
に
は
さ
ら
に
、
単
一
性
鯵
病
、
偏
執
性
鯵

る
が
、
両
者
を
同
一
視
す
↓

病
は
混
合
状
態
で
、
病
者
（

病
の
不
安
と
は
こ
と
な
る
。

こ
と
も
あ
り
、
婦
人
科
病
室
一
棟
を
借
用
し
て
い
た
（
呉
）
。

松
原
が
「
鯵
憂
性
精
神
病
ノ
本
態
」
に
よ
り
医
学
博
士
の
学
位
を
え
た
の
は
、
一
九
一
○
年
四
月
二
○
日
で
あ
る
。
五
月
八
日
に
学
校
の

病
理
学
教
室
で
も
よ
お
さ
れ
た
松
原
博
士
学
位
授
与
記
念
祝
賀
会
で
、
委
員
長
金
子
治
郎
博
士
（
同
窓
の
解
剖
学
担
任
の
教
諭
、
一
九
○
五
年
四

月
同
窓
生
と
し
て
二
番
目
に
学
位
を
う
け
て
い
る
）
が
開
会
の
辞
で
の
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
「
君
が
今
日
提
出
せ
し
論
文
は
実
に
堂
々
た
る
も
の
に

て
、
『
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」
の
本
態
に
就
て
英
独
両
文
よ
り
成
り
、
実
に
千
有
余
ペ
ー
ジ
に
亘
る
も
の
な
り
」
（
十
全
会
雑
誌
、
第
五
九
号
、
一
九
一

○
年
）
。
し
か
し
、
こ
の
原
文
は
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、
そ
の
内
容
は
「
官
報
』
第
八
○
四
九
号
（
一
九
一
○
年
四
月
二
五
日
）
所
載
の

審
査
要
旨
に
よ
っ
て
う
か
が
う
し
か
な
い
。

鯵
憂
病
で
は
鯵
憂
が
そ
の
原
発
性
で
あ
る
主
要
徴
候
で
、
自
覚
的
あ
る
い
は
他
覚
的
の
精
神
作
能
の
制
止
は
副
症
状
で
あ
る
。
著
者
は
鯵

憂
病
の
原
本
症
に
は
、
自
覚
的
お
よ
び
他
覚
的
の
制
止
の
状
態
、
自
覚
的
お
よ
び
他
覚
的
の
興
奮
の
あ
る
状
態
、
自
覚
的
お
よ
び
他
覚
的
に

障
磯
な
き
状
態
、
自
覚
的
制
止
あ
り
他
覚
的
制
止
な
き
状
態
を
区
別
し
、
別
症
と
し
て
体
質
的
謹
憂
状
態
、
老
人
性
鯵
憂
状
態
、
体
質
の
低

格
な
鯵
憂
状
態
、
心
機
代
償
障
擬
あ
る
諺
憂
状
態
、
神
経
病
あ
る
鯵
憂
状
態
を
あ
げ
て
い
る
。

現
在
精
神
病
学
者
は
諺
憂
状
態
に
、
躁
謹
病
の
鯵
憂
状
態
と
ク
レ
ペ
リ
ン
氏
の
と
な
え
る
退
収
期
諺
憂
病
と
を
区
別
し
て
い
る
。
ク
レ
ペ

リ
ン
は
そ
の
の
ち
ド
ラ
イ
フ
ー
ス
の
説
を
い
れ
て
こ
の
両
者
を
同
一
視
し
た
。
著
者
は
、
両
者
を
別
種
と
し
て
分
離
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ

る
が
、
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
も
反
対
で
あ
る
。
両
者
は
近
似
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
ラ
イ
フ
ー
ス
は
退
収
期
謹
憂

病
は
混
合
状
態
で
、
病
者
の
運
動
不
安
は
躁
病
の
精
神
運
動
興
奮
と
お
な
じ
だ
と
す
る
が
、
こ
れ
は
苦
悶
を
生
ず
る
不
安
激
越
で
あ
っ
て
躁
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第
五
複
雑
性
篭
憂
病
輌

な
い
混
合
状
態
と
が
あ
る
、

単
純
性
謹
憂
病
と
あ
る
、

病
、
幻
覚
性
諺
病
の
三
種
を
わ
け
た
。
後
二
者
で
妄
想
ま
た
は
幻
覚
は
謬
憂
と
並
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
別
種
で
体
質
低
格
な
諺
憂
病
は
早

発
性
厩
呆
と
、
ま
た
治
癒
後
は
早
発
性
癬
呆
の
残
欠
性
治
癒
ま
た
は
全
治
と
誤
認
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
心
機
代
償
障
擬
あ
る
謬
憂
状
態
は

ま
れ
で
、
篭
憂
状
態
の
発
来
・
退
散
と
も
に
心
臓
の
代
償
機
能
の
障
礒
と
一
致
す
る
、
Ｉ
こ
れ
が
松
原
の
説
で
あ
る
。

松
原
は
一
九
一
○
年
四
月
二
日
の
第
九
回
日
本
神
経
学
会
総
会
（
第
三
回
日
本
医
学
会
第
一
○
分
科
会
）
（
『
第
三
回
日
本
医
学
会
誌
」
、
一
九
一

一
年
）
で
「
鯵
憂
病
ノ
本
態
」
の
講
演
を
し
て
お
り
、
そ
れ
を
み
る
と
、
松
原
の
考
え
方
は
は
っ
き
り
す
る
。
謹
憂
が
主
徴
で
あ
る
も
の
を
す

べ
て
篭
憂
病
と
命
名
し
た
い
が
、
そ
れ
に
は
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
、
Ｉ

第
一
自
覚
的
に
も
他
党
的
に
も
精
神
運
動
抑
制
の
あ
る
も
の
、
Ｉ
こ
の
種
の
も
の
に
後
日
躁
病
を
問
発
す
る
こ
と
が
お
お
く
、
こ
の

種
の
麓
憂
病
だ
け
ク
レ
ペ
リ
ン
の
躁
鯵
病
の
鯵
憂
発
作
に
い
れ
て
よ
く
、
他
は
い
れ
る
べ
き
で
な
い
・

第
二
自
覚
的
お
よ
び
他
覚
的
の
精
神
運
動
の
不
安
（
煩
悶
）
を
有
す
る
鯵
憂
病
、
ク
レ
ペ
リ
ン
が
更
年
期
鯵
憂
病
と
と
な
え
た
も
の

だ
が
、
こ
れ
は
若
年
者
に
も
発
し
、
こ
れ
は
後
日
躁
病
を
間
発
す
る
こ
と
は
な
い
、

第
三
自
覚
的
お
よ
び
他
覚
的
に
精
神
運
動
の
障
碍
な
き
謹
憂
病
、
Ｉ
こ
れ
に
は
幻
覚
性
単
純
性
診
憂
病
、
妄
想
性
単
純
性
鐸
憂
病
、

れ
と
同
一
で
は
な
い
、

変
型
こ
れ
は
前
記
審
査
要
旨
で
別
種
と
さ
れ
た
も
の
と
お
な
じ
で
あ
る
が
、
ま
え
に
「
神
経
病
ア
ル
鯵
憂
病
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が

「
官
能
的
神
経
症
一
一
併
発
ス
ル
鯵
憂
病
」
と
は
っ
き
り
し
、
官
能
的
神
経
症
と
し
て
は
神
経
衰
弱
症
お
よ
び
ヒ
ス
テ
リ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）

松
原
は
自
分
の
講
義
の
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
要
旨
を
印
刷
し
て
学
生
に
わ
た
し
て
い
た
。
一
九
一
七
年
卒
業
の
坂
東
三
範
が
そ
れ
を
製
本
し
、

第
四
自
覚
的
精
神
運
動
抑
制
は
あ
る
が
他
覚
的
に
は
そ
れ
の
な
い
鯵
憂
病
、
Ｉ
ウ
ェ
ル
ニ
ヶ
の
感
動
性
窪
憂
病
に
類
似
す
る
が
、
そ

複
雑
性
篭
憂
病
は
鯵
憂
症
と
他
の
躁
病
症
と
が
混
在
す
る
も
の
で
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
混
合
状
態
と
お
な
じ
も
の
と
、
そ
れ
に
属
さ
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（
７
）

↑
《
目
①
ｚ
①
昌
○
冒
唱
①
．
Ｆ
胃
冨
四
日
①
匡
．
の
閏
月
胃
胃
扁
巨
①
＆
国
旨
ぐ
○
口
卑
旦
．
の
三
目
の
ロ
９
国
》
》
と
題
し
て
の
こ
し
て
お
い
た
（
ち
な
み
に
松

原
は
一
九
○
九
’
一
九
一
四
年
と
法
医
学
講
義
も
担
当
し
て
い
た
）
。
そ
れ
を
み
る
と
、
松
原
の
い
う
鯵
憂
性
精
神
病
の
位
置
づ
け
は
な
お
は
っ
き

り
し
て
く
る
。
精
神
病
学
各
論
で
は
、
躁
篭
病
に
つ
づ
い
て
退
行
期
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
、
鯵
憂
性
精
神
病
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
麓
憂
性
精

神
病
で
は
ツ
ィ
ー
エ
ン
ａ
目
‘
凶
呂
の
己
）
説
に
つ
づ
い
て
ク
レ
ペ
リ
ン
説
を
あ
げ
、
つ
い
で
。
《
ロ
①
胃
①
印
の
弓
①
房
旨
ｇ
ｍ
ｇ
目
呂
巨
四
耐
巨
冨
国
》
｝

と
し
て
、
上
記
説
に
相
当
す
る
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ク
レ
ペ
リ
ン
は
謹
憂
状
態
が
主
症
状
で
あ
る
も
の
を
躁
診
病
に
ま
と

め
た
の
に
た
い
し
、
松
原
は
諺
憂
が
主
症
状
で
あ
る
も
の
を
す
べ
て
診
憂
性
精
神
病
と
し
て
お
り
、
躁
琴
病
の
鯵
憂
発
作
も
こ
ち
ら
に
ふ
く

「
精
神
病
ノ
分
類
二
関
ス
ル
私
見
」
（
金
沢
医
学
会
会
報
、
第
一
号
、
一
九
一
○
年
）
か
ら
上
記
説
に
関
係
す
る
部
分
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
ク
レ

ペ
リ
ン
は
躁
狂
と
交
代
す
る
諺
狂
も
、
た
だ
一
回
発
作
す
る
醤
狂
も
鑑
別
で
き
ぬ
と
し
、
躁
狂
も
鯵
狂
も
同
一
の
病
的
機
転
に
よ
る
と
し
て

そ
れ
を
躁
鯵
狂
と
命
名
し
た
。
「
然
し
ト
モ
余
ノ
信
ズ
ル
所
ニ
ョ
レ
バ
此
ク
レ
ペ
リ
ン
氏
ノ
説
モ
其
診
査
法
ノ
不
完
全
ナ
ル
ガ
爲
二
鑑
別
ス
ル

コ
ト
能
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
若
シ
精
密
二
診
査
セ
バ
謬
憂
状
態
中
ニ
テ
モ
只
一
回
丈
ケ
ノ
発
作
ヲ
見
テ
夫
レ
ガ
謹
憂
性
発
作
ノ
ミ
ニ
終
ル
精

神
病
ナ
リ
ャ
或
ハ
他
日
躁
狂
卜
交
代
的
二
発
作
ス
ベ
キ
謬
狂
ナ
ル
ャ
ヲ
鑑
別
ス
ル
事
決
シ
テ
不
可
能
ニ
ァ
ラ
ズ
・
」
醤
憂
患
者
で
感
情
警
憂
の

ほ
か
に
観
念
連
合
も
お
そ
く
な
り
患
者
の
挙
動
・
行
爲
も
遅
徐
と
な
る
の
が
常
で
、
患
者
自
身
も
そ
れ
を
自
覚
し
て
し
き
り
に
う
っ
た
え
る
、

Ｉ
こ
の
種
の
鯵
憂
狂
は
後
日
躁
狂
と
交
代
す
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
患
者
の
感
情
は
謬
憂
す
る
が
精
神
運
動
の
抑
制
は
自
覚
せ
ず
他
覚

的
に
も
患
者
の
言
語
お
よ
び
行
爲
は
す
こ
し
も
遅
徐
と
な
ら
ぬ
も
の
、
ま
た
患
者
が
主
観
的
に
行
爲
不
能
を
自
覚
し
て
し
き
り
に
そ
れ
を
医

士
に
う
っ
た
え
る
が
患
者
の
行
爲
は
他
覚
的
に
毫
も
遅
徐
と
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
篭
狂
者
に
後
日
躁
狂
が
発
す
る
こ
と
は
な

い
。
「
要
ス
ル
ニ
ク
レ
ペ
リ
ン
氏
ノ
鑑
別
診
断
ハ
頗
ル
粗
漏
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
種
々
ノ
謹
狂
二
於
ケ
ル
微
小
ノ
差
異
ヲ
発
見
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
卜

唱
フ
ル
モ
精
密
二
心
理
学
的
二
研
究
ス
レ
バ
其
異
ル
所
ヲ
発
見
シ
得
ル
事
左
程
一
一
困
難
ノ
業
二
非
ラ
ズ
ト
信
ズ
」
（
な
ん
と
手
き
び
し
い
批
判

め
た
の
に
た
い
し
、
松
原
は
静

め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

か

、 一 〆

○
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ま
た
こ
の
論
文
で
松
原
は
ク
レ
ペ
リ
ン
の
早
発
痴
狂
概
念
に
も
批
判
を
く
わ
え
て
い
る
（
そ
れ
は
後
述
す
る
）
が
、
ま
た
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の

分
類
説
は
自
分
の
意
見
と
衝
突
す
る
点
が
お
お
い
が
、
い
ま
世
上
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
お
お
く
の
分
類
法
中
で
は
も
っ
と
も
穏
当
に
ち
か

い
、
と
し
て
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
精
神
病
分
類
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
わ
た
し
が
た
し
か
め
た
範
囲
で
、
帰
国
後
の
松
原
の
研
究
主
題
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
自
家
考
案
の
脳
切
断
器
（
一
九
○
九
年
、
題

名
だ
け
）
、
脳
髄
内
神
経
線
維
経
過
の
研
究
法
（
一
九
○
九
年
）
、
欧
米
精
神
病
院
の
近
況
（
一
九
○
九
年
）
、
精
神
病
の
分
類
（
一
九
一
○
年
）
、

神
経
原
線
維
二
九
一
○
年
）
、
謹
憂
病
の
本
態
（
一
九
一
○
年
）
、
脊
髄
癖
性
幻
覚
症
二
九
一
○
年
）
、
中
枢
性
顔
面
神
経
麻
痒
（
一
九
一
○
年
）
、

早
発
性
凝
呆
の
本
態
（
一
九
二
年
）
、
神
経
衰
弱
の
診
断
と
治
療
（
一
九
一
三
年
）
、
体
質
と
後
天
性
疾
患
二
九
一
三
年
）
、
輝
澗
（
一
九
一
三

年
）
、
神
経
衰
弱
症
（
一
九
一
三
年
）
、
体
質
異
常
と
神
経
衰
弱
症
（
一
九
一
三
年
）
、
精
神
病
の
分
類
（
一
九
一
四
年
）
、
小
児
の
変
質
（
一
九
一

四
年
）
、
謀
殺
未
遂
鯵
憂
患
者
の
鑑
定
（
一
九
一
五
年
、
石
川
精
一
が
連
名
）
、
奇
形
発
生
の
原
因
（
一
九
一
四
年
）
、
神
経
病
に
お
け
る
脈
波
の
診

断
的
価
値
（
一
九
一
七
年
）
、
偏
執
病
問
題
（
一
九
一
八
年
）
、
治
癒
す
べ
き
早
発
療
病
型
（
一
九
一
九
年
）
、
神
経
衰
弱
症
に
お
け
る
体
質
異
常
の

知
見
（
一
九
二
○
年
）
、
神
経
系
統
緊
張
の
病
原
的
意
義
二
九
二
二
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

上
記
の
う
ち
「
神
経
原
線
維
」
は
前
記
「
鯵
憂
病
ノ
本
態
」
と
お
な
じ
第
九
回
日
本
神
経
学
会
総
会
に
お
け
る
宿
題
報
告
で
あ
っ
た
（
「
三

日
目
毎
二
発
作
ス
ル
脊
髄
癖
性
幻
覚
症
ノ
ー
例
」
お
よ
び
「
中
枢
性
顔
面
神
経
麻
痒
ノ
三
例
」
も
お
な
じ
と
こ
ろ
で
の
報
告
で
、
宿
題
三
、
一
般
報
告
二

三
の
計
二
六
題
中
松
原
が
四
題
を
だ
し
て
い
る
）
。
こ
の
内
容
は
、
神
経
原
線
維
に
関
す
る
総
説
で
、
そ
こ
に
は
合
州
国
で
の
自
分
の
研
究
成
果

も
お
り
こ
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
自
分
の
所
見
と
明
言
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
帰
国
し
て
す
ぐ
の
第
八
回
日
本
神
経
学
会
総
会

で
松
原
は
、
自
家
考
察
の
脳
切
断
器
お
よ
び
脳
髄
内
神
経
線
維
研
究
法
を
の
べ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
「
各
神
経
線
維
ヲ
色
分
ニ
ナ
シ
、

連
続
切
片
ヲ
一
枚
ヅ
ッ
硝
子
板
一
一
画
キ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
の
み
じ
か
い
抄
録
が
つ
い
て
い
る
、
Ｉ
こ
れ
は
前
記
齋
藤
が
ふ
れ
て
い
る
伝

導
路
模
型
の
こ
と
だ
ろ
う
。
な
お
福
田
美
明
（
「
悌
乞
は
、
「
先
生
永
年
の
研
究
は
学
説
に
非
ず
し
て
、
脳
の
解
剖
組
織
化
学
方
面
の
綿
密
至

難
な
る
業
績
が
主
で
、
其
の
数
二
十
を
越
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
か
く
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
神
経
組
織
学
、
神
経
病
理
学
に
ふ
れ
た
研
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つ
ぎ
に
早
発
性
療
呆
に
つ
い
て
の
松
原
の
説
を
み
て
い
こ
う
。
一
九
二
年
の
第
一
○
回
日
本
神
経
学
会
総
会
で
の
報
告
「
早
発
性
瘻
呆

の
本
態
に
就
き
て
」
（
神
経
学
雑
誌
第
一
○
巻
第
二
号
、
一
九
二
年
）
は
、
「
要
之
、
早
発
性
療
呆
の
本
態
は
先
天
性
素
質
に
帰
せ
し
む
く
き

も
の
で
あ
」
り
、
「
一
般
に
内
気
の
人
に
多
く
」
、
「
従
て
同
病
治
法
の
標
的
は
性
格
変
質
の
矯
正
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
が
、
あ
ま
り

に
み
じ
か
す
ぎ
る
抄
録
で
、
そ
の
論
拠
も
で
て
い
な
い
。
他
の
も
の
か
ら
推
測
す
る
と
松
原
は
、
単
純
な
脳
器
質
説
や
生
殖
器
甲
状
腺
な
ど

（
８
）

に
関
連
し
た
自
家
中
毒
説
を
排
し
て
、
病
前
性
格
と
環
境
因
子
と
の
相
互
作
用
を
重
視
し
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
一
八
年
の
第
一
七
回
日
本
神
経
学
会
総
会
で
の
報
告
「
偏
執
病
問
題
」
（
神
経
学
雑
誌
第
一
七
巻
第
五
号
、
一
九
一
八
年
）
は
、
偏
執
病

（
パ
ラ
ノ
イ
ア
）
は
妄
想
を
唯
一
症
状
と
し
て
不
治
で
し
か
も
遅
鈍
状
に
お
ち
い
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
す
る
ク
レ
ペ
リ
ン
説
を
批
判
し
て
い

る
。
蘆
原
将
軍
の
誇
大
妄
想
と
さ
れ
る
も
の
は
原
発
妄
想
で
な
く
、
慢
性
発
揚
症
に
お
け
る
愉
快
感
情
に
附
随
し
た
誇
大
的
思
想
で
あ
る
。

ま
た
急
性
の
偏
執
病
も
あ
る
。
偏
執
様
状
態
は
先
天
性
変
質
者
お
よ
び
慢
性
躁
病
者
に
も
く
る
が
、
独
立
し
た
偏
執
病
に
は
急
性
の
も
の
と

慢
性
の
も
の
と
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
松
原
の
論
に
た
い
し
森
田
正
馬
は
、
葦
原
を
慢
性
躁
病
と
い
う
の
に
は
反
対
だ
、
か
れ
は
パ
ラ
フ
レ

（
９
）

’
－
－
（
経
過
の
な
が
い
妄
想
性
癬
呆
）
か
偏
執
病
に
い
れ
る
べ
き
も
の
だ
、
と
討
論
し
た
。

（
川
）

第
一
八
回
日
本
神
経
学
会
総
会
で
の
報
告
「
治
癒
ス
ベ
キ
早
発
癖
病
型
二
就
テ
」
（
神
経
学
雑
誌
、
第
一
八
巻
第
九
号
、
一
九
一
九
年
）
は
、
ク

レ
ペ
リ
ン
が
は
じ
め
治
癒
す
る
こ
と
な
し
と
し
た
早
発
凝
病
に
も
治
癒
す
る
も
の
が
あ
る
と
、
男
六
、
女
一
の
自
験
例
を
あ
げ
、
さ
ら
に
予

後
不
良
な
徴
候
と
予
後
良
好
な
徴
候
と
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
松
原
は
治
癒
の
概
念
に
つ
い
て
、
リ
ン
パ
腺
炎
の
の
ち
に
擢
痕
を
生
ず

る
の
は
有
機
体
の
生
活
現
象
と
し
て
当
然
で
あ
り
、
同
様
に
、
精
神
病
後
に
些
少
の
気
質
異
常
を
の
こ
し
て
い
る
か
ら
全
治
と
称
す
べ
き
で

（
、
）

な
い
と
す
る
の
は
穏
当
で
な
い
、
と
の
べ
て
い
る
の
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
倉
一
胃
①
。
扇
牌
冨
圃
８
言
ｇ
耐
》
》
に
「
潜
伏
性
精
神
離

背
症
」
の
語
を
あ
て
て
い
る
。
ブ
ロ
イ
レ
ル
自
侭
①
国
囚
①
巳
①
『
）
が
一
九
○
八
年
に
提
唱
し
た
シ
ッ
ォ
フ
レ
ニ
ー
を
訳
し
た
も
の
と
し
て
は
、

こ
の
「
精
神
離
背
症
」
が
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

究
業
績
は
ま
だ
み
つ
け
だ
し
て
い
な
い
。
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神
病
の
分
類
も
適
切
で
な
い
。

精
神
病
分
類
に
つ
い
て
の
松
原
の
説
を
み
る
と
、
か
れ
の
ク
レ
ペ
リ
ン
批
判
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
す
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
「
精
神
病
ノ
分

類
二
関
ス
ル
私
見
」
（
一
九
一
○
年
）
で
も
松
原
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
早
発
厩
狂
と
同
様
の
症
状
を
呈
し
な
が
ら
治
癒
す
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
一
九
一
四
年
第
一
三
回
日
本
神
経
学
会
総
会
で
の
報
告
「
精
神
病
の
分
類
」
（
神
経
学
雑
誌
、
第
一
三
巻
第
七
号
、
一
九
一
四
年
）
で

は
、
「
我
輩
は
多
年
ク
レ
ペ
リ
ン
氏
の
意
見
に
疑
問
を
抱
い
て
居
る
の
で
従
て
其
分
類
法
に
も
賛
成
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
明
言
し
て
い

る
。
ク
レ
ペ
リ
ン
の
早
発
瘻
病
は
広
き
に
す
ぎ
、
と
く
に
同
氏
の
緊
張
病
に
は
急
性
に
治
癒
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
あ

る
い
は
生
来
低
格
者
の
一
時
発
症
と
し
て
の
緊
張
病
様
症
状
で
あ
る
。
ま
た
早
発
癖
病
中
の
妄
想
性
癖
病
も
広
き
に
失
し
、
パ
ラ
ノ
イ
ア
は

狭
義
に
失
す
る
。
妄
想
性
癖
病
中
パ
ラ
フ
レ
ニ
ー
に
相
当
す
る
も
の
を
我
輩
は
パ
ラ
ノ
イ
ア
に
い
れ
て
い
る
。
ク
レ
ペ
リ
ン
が
パ
ラ
ノ
イ
ア

の
模
範
と
し
て
あ
げ
る
好
訴
病
は
む
し
ろ
先
天
的
変
質
病
に
い
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ク
レ
ペ
リ
ン
学
派
で
早
発
癬
病
の
診
断
は
多
き
に

失
す
る
が
、
わ
が
金
沢
病
院
で
早
発
療
病
と
さ
れ
る
も
の
は
全
患
者
の
四
分
の
一
を
わ
っ
て
い
て
躁
謹
病
よ
り
す
ぐ
な
い
。
ま
た
す
べ
て
の

鯵
憂
状
態
を
躁
鯵
病
に
い
れ
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
初
老
性
精
神
病
と
老
人
性
精
神
病
と
を
区
別
す
る
こ
と
も
穏
当
で
な
い
。
伝
染
性
精

松
原
の
精
神
疾
患
論
の
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
第
一
に
、
躁
鯵
病
の
な
か
に
は
い
ら
ぬ
謹
憂
状
態
を
区
分
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、

早
発
性
厩
呆
（
分
裂
病
）
の
範
囲
を
せ
ば
め
、
そ
こ
に
全
治
可
能
例
を
み
と
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
躁
鯵
病
を
両
極
性
（
躁
醤
性
）
の
も
の

と
単
極
性
（
ほ
と
ん
ど
が
抑
麓
性
）
の
も
の
と
に
わ
け
る
の
は
最
近
の
世
界
の
精
神
医
学
に
確
定
さ
れ
た
方
向
で
あ
り
、
分
裂
病
の
範
囲
を
せ

ば
め
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ク
レ
ペ
リ
ン
学
派
の
勢
い
が
さ
か
ん
な
と
き
に
、
松
原
は
ま
さ
に
今
日
的
と
い
え
る
見
解
を
主

張
し
た
。
み
て
き
た
よ
う
に
、
か
れ
の
ク
レ
ペ
リ
ン
批
判
に
は
は
な
は
だ
手
き
び
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
か
れ
の
師
マ
イ
ヤ
は
分
裂
病
不
治

説
に
反
対
し
、
精
神
疾
患
を
反
応
型
と
す
る
考
え
方
を
提
起
し
つ
つ
あ
っ
た
。
松
原
の
説
に
は
師
の
こ
の
考
え
が
お
お
き
く
影
響
し
た
に
相

違
な
い
。
ま
た
、
さ
き
に
あ
げ
た
よ
う
な
病
理
学
研
究
所
内
の
自
由
な
討
議
も
松
原
の
目
を
ひ
ら
か
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
う
い
っ

た
松
原
の
見
解
が
そ
の
後
の
日
本
の
精
神
病
学
に
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
か
と
い
う
と
、
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
松
原
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三
宅
鑛
一
の
、
「
松
原
三
郎
君
を
悼
む
」
に
は
「
欧
米
各
国
を
視
察
中
病
を
獲
て
本
復
せ
ず
」
と
あ
る
。
そ
の
病
い
と
は
小
脳
失
調
で
あ
っ

た
。
金
沢
医
科
大
学
教
授
と
し
て
松
原
を
つ
い
だ
早
尾
席
雄
お
よ
び
教
室
員
谷
野
亮
一
の
「
故
松
原
三
郎
博
士
脳
髄
ノ
病
理
組
織
学
的
所
見
」

（
精
神
神
経
学
雑
誌
、
第
四
一
巻
第
二
号
、
一
九
三
七
年
）
に
は
、
「
発
病
ハ
昭
和
三
年
八
月
ニ
シ
テ
五
二
歳
ノ
時
二
当
ル
。
発
病
当
時
二
於
テ

ハ
言
語
歩
行
及
ビ
書
字
二
軽
度
ナ
ル
障
擬
認
メ
ラ
ル
」
と
す
る
が
、
一
九
二
八
年
八
月
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
症
状
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た

と
き
な
の
だ
ろ
う
。
一
九
三
一
年
六
月
に
は
伝
い
歩
き
状
態
と
な
り
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
二
年
）
八
月
五
日
に
死
去
し
た
。
五
八
歳
。
脳

所
見
で
は
、
８
Ｈ
ｇ
①
二
８
①
国
｝
①
の
四
目
①
且
凋
の
己
国
禺
］
○
口
印
ご
旨
の
に
相
当
す
る
小
脳
萎
縮
と
、
小
脳
軟
膜
の
髄
膜
腫
な
ら
び
に
大
脳
お
よ
び

小
脳
の
そ
れ
に
よ
る
栄
養
障
害
の
所
見
と
が
あ
っ
た
。
松
原
の
墓
所
は
、
旧
藩
時
代
か
ら
の
野
田
山
墓
地
に
あ
り
、
法
号
讃
朗
院
鐸
精
博
。

教
諭
あ
る
い
は
教
授
と
し
て
の
松
原
は
精
力
的
で
た
い
へ
ん
勤
勉
で
あ
っ
た
。
講
義
も
夏
は
す
ず
し
い
う
ち
が
よ
か
ろ
う
と
朝
七
時
か
ら

は
じ
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
年
か
ら
は
頭
髪
を
丸
刈
り
に
し
た
そ
の
風
貌
と
迫
力
と
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
革
命
の
父
レ
ー
ニ
ン
に
に
て
、
「
西
の

レ
ー
ニ
ン
東
の
松
原
」
と
も
称
さ
れ
た
。
一
九
二
三
年
四
月
か
ら
一
九
二
五
年
四
月
と
文
部
省
よ
り
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
帰
途
、
合
州

国
に
恩
師
マ
ィ
ヤ
を
た
ず
ね
た
こ
と
は
、
マ
イ
ヤ
が
よ
せ
た
「
序
」
（
『
悌
」
）
に
み
ら
れ
る
（
今
回
は
夫
人
同
伴
で
あ
っ
た
）
。
一
九
二
七
年
（
昭

和
二
年
）
三
月
に
松
原
は
金
沢
医
科
大
学
教
授
お
よ
び
医
長
を
辞
職
し
、
同
年
五
月
に
金
沢
市
内
に
松
原
病
院
（
精
神
科
）
を
設
立
し
た
。
と

き
に
四
九
歳
。

残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
の
研
究
で
は
、
ま
え
に
列
挙
し
た
研
究
主
題
に
み
る
よ
う
に
、
神
経
衰
弱
症
お
よ
び
体
質
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
お
お
い
。

そ
れ
ら
で
は
生
物
学
的
方
向
が
つ
よ
く
で
て
い
る
。
そ
し
て
全
体
を
通
じ
て
み
る
と
、
松
原
の
研
究
で
は
合
州
国
留
学
の
影
響
と
お
も
わ
れ

る
特
色
は
だ
ん
だ
ん
に
う
す
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

が
そ
の
見
解
を
も
っ
と
つ
よ
く
主
張
し
・
お
お
き
な
論
著
と
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
因
で
は
あ
ろ
う
が
、
い
ま
か
ら
み
る
と

４
、
退
官
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松
原
病
院
は
、
一
元

関
連
病
院
二
院
、
精
斗

の
院
長
を
し
て
い
る
。

齋
藤
玉
男
に
つ
い
て
は
持
田
治
郎
編
『
齋
藤
玉
男
先
生
の
横
顔
米
寿
の
祝
に
寄
せ
て
」
（
多
摩
病
院
・
東
京
、
一
九
六
八
年
）
、
わ
た
し
た
ち

が
う
か
が
っ
た
回
顧
談
を
中
心
に
わ
た
し
が
編
集
し
た
「
八
十
八
年
を
か
え
り
み
て
ｌ
ｌ
斎
藤
玉
男
先
生
回
顧
談
Ｉ
」
（
大
和
病
院
・
神
奈
川

県
大
和
市
、
一
九
七
三
年
）
、
岡
田
「
斎
藤
玉
男
ｌ
超
俗
の
精
神
科
医
Ｉ
」
（
そ
の
人
た
ち
の
横
顔
・
第
一
一
一
回
）
（
６
号
線
、
第
六
号
、
一
九
七
七

（
マ
マ
）

年
）
、
松
下
正
明
「
斉
藤
玉
男
ｌ
團
冒
腺
旨
目
９
８
輿
ｚ
の
昌
○
さ
四
８
奇
冒
昌
８
の
創
始
者
Ｉ
」
（
日
本
の
精
神
医
学
一
○
○
年
を

築
い
た
人
々
・
第
一
蔀
）
（
臨
床
精
神
医
学
、
第
一
○
巻
第
六
号
、
一
九
八
一
年
）
が
あ
り
、
ま
た
岡
田
「
羽
栗
病
院
訪
問
記
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
、

第
三
六
巻
第
四
号
、
一
九
九
○
年
）
が
ふ
れ
て
い
る
。

齋
藤
は
一
八
八
○
年
（
明
治
一
三
年
）
四
月
一
四
日
に
群
馬
県
勢
多
郡
宮
城
村
に
、
皇
朝
医
道
の
医
家
の
三
代
目
と
し
て
う
ま
れ
、
第
二
高

等
学
校
を
へ
て
一
九
○
六
年
（
明
治
三
九
年
）
二
一
月
一
九
日
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
。
翌
年
一
月
三
日
か
ら
東
京
府

立
巣
鴨
病
院
医
員
、
同
二
月
二
四
日
か
ら
医
科
大
学
助
手
（
精
神
病
学
教
室
）
。
当
時
の
研
究
は
進
行
麻
痒
の
病
理
形
態
学
が
主
で
あ
っ
た
。
ま

た
精
神
病
者
私
宅
監
置
の
調
査
に
参
加
し
、
そ
の
報
告
書
の
控
え
は
現
存
し
て
い
る
。

齋
藤
が
留
学
を
こ
こ
ろ
ざ
し
た
の
は
、
日
本
の
学
問
お
よ
び
師
呉
に
あ
き
た
ら
ず
、
ま
た
呉
に
う
と
ま
れ
て
い
た
（
宮
城
村
の
隣
村
大
胡
町

の
出
身
で
医
科
大
学
で
七
年
後
輩
の
茂
木
一
次
が
学
生
の
こ
ろ
大
逆
事
件
関
係
者
と
ま
じ
わ
っ
て
お
り
、
茂
木
は
齋
藤
の
友
人
で
も
あ
っ
た
た
め
ら
し

こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
第
一
次
世
界
大
戦
に
ぶ
つ
か
っ
た
人
で
あ
る
。

１
、
齋
藤
玉
男

一
、
齋
藤
玉
男
と
杉
田
直
樹

二
代
目
岡
部
保
院
長
の
の
ち
、
第
一
男
松
原
太
郎
（
一
九
○
二
年
五
月
三
一
日
’
一
九
九
一
年
八
月
三
○
日
）
が
院
長
と
な
り
、

精
神
薄
弱
関
係
施
設
お
よ
び
救
護
施
設
計
五
を
も
つ
ま
で
に
発
展
さ
せ
た
。
現
在
は
松
原
太
郎
の
三
男
三
郎
が
松
原
病
院
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内
科
の
島
薗
順
次
郎
の
紹
介
で
、
か
れ
が
つ
い
た
こ
と
の
あ
る
曰
員
君
両
国
昌
侭
閏
の
と
こ
ろ
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
（
自
費
留
学
）
、

巣
鴨
病
院
医
員
は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
四
月
一
二
日
に
辞
し
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
を
へ
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
市
立

病
院
神
経
学
研
究
所
に
つ
い
た
の
は
開
戦
の
二
か
月
ほ
ど
ま
え
だ
っ
た
と
い
う
。
脳
の
脂
肪
を
そ
め
る
仕
事
に
つ
か
う
カ
エ
ル
が
と
ど
い
た

翌
日
が
開
戦
で
あ
っ
た
（
第
一
次
大
戦
勃
発
は
七
月
二
八
日
、
ド
イ
ツ
の
参
戦
は
八
月
三
日
）
。
退
去
を
も
う
し
で
た
齋
藤
に
エ
デ
ィ
ン
ゲ
ル
は
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
い
る
自
分
の
門
下
○
口
．
皆
’
耐
冒
①
ｍ
〆
煙
冒
の
品
を
紹
介
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
も
い
つ
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
る
か
わ
か
ら
ぬ

状
態
で
、
齋
藤
は
オ
ラ
ン
ダ
を
へ
て
や
っ
と
の
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
に
わ
た
っ
た
。
『
神
経
学
雑
誌
』
第
一
三
巻
第
九
号
（
一
九
一
四
年
）
雑
録
の

「
欧
州
留
学
の
諸
氏
」
に
、
大
戦
に
ま
き
こ
ま
れ
て
進
退
き
わ
ま
っ
て
い
る
留
学
生
と
し
て
名
が
あ
が
っ
て
い
る
の
は
、
齋
藤
の
ほ
か
に
布

施
現
之
助
、
鈴
木
允
、
烏
潟
隆
三
、
淺
山
忠
愛
、
加
藤
豐
次
郎
、
木
村
男
也
、
島
田
吉
三
郎
、
杉
田
直
樹
、
及
能
謙
一
、
池
田
泰
雄
、
丸
山

震
五
郎
、
山
田
基
、
石
原
正
次
、
佐
藤
淺
次
郎
、
森
田
資
光
、
小
澤
修
造
で
あ
る
。
ま
た
「
齋
藤
及
び
布
施
氏
は
瑞
西
に
て
暫
く
研
学
せ
ら

る
る
由
」
と
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
八
月
九
日
に
た
っ
た
杉
田
が
八
月
一
四
日
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
だ
し
た
通
信
（
神
経
学
雑
誌
第
一
三
巻
第

一
○
号
、
一
九
一
四
年
）
に
は
、
「
齋
藤
玉
男
様
は
和
蘭
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
の
カ
ッ
ポ
レ
ス
教
授
の
許
に
て
当
分
御
研
究
の
由
承
り
及
候
へ

ど
も
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
を
で
お
く
れ
て
一
時
拘
留
さ
れ
た
田
澤
錬
二
も
ロ
ン
ド
ン
で
合
流
し
、
合
州
国
い
き
を
さ
そ
っ
た
の

で
、
イ
ギ
リ
ス
滞
在
一
か
月
の
の
ち
大
西
洋
を
わ
た
っ
た
。
そ
の
と
き
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
田
代
豐
助
（
一
九
○
○
’
一
九
一
二
年
と
長
崎
医
学
専

門
学
校
で
衛
生
学
・
細
菌
学
を
教
授
し
て
い
た
）
が
、
「
日
本
に
か
え
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
う
、
伝
染
病
研
究
所
時
代
に
世
話
し
て
や
っ

た
野
口
英
世
が
ロ
ク
フ
ェ
ラ
に
い
る
か
ら
い
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
の
で
、
野
口
に
精
神
科
を
や
る
と
い
っ
た
ら
、
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ャ
を

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
切
手
代
ま
で
な
く
な
っ
た
齋
藤
に
野
口
は
一
○
○
ド
ル
あ
ま
り
を
か
し
て
く
れ
た
。

当
時
マ
イ
ャ
は
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
に
い
た
。
齋
藤
の
履
歴
書
（
「
八
十
八
年
を
か
え
り
み
て
」
）
で
は
、
同
大

い
）
と
い
声
つ
壼
毒
情
、
も
幸
め
っ
た
０
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学
精
神
病
学
教
室
留
学
の
日
を
一
九
一
四
年
一
○
月
一
九
日
と
し
て
い
る
。
マ
イ
ャ
は
松
原
三
郎
伝
に
よ
せ
た
「
序
」
（
『
悌
」
）
に
、
「
そ
の
の

ち
と
き
ど
き
わ
た
し
た
ち
の
と
こ
ろ
に
き
た
日
本
の
医
師
た
ち
が
あ
た
た
か
く
む
か
え
ら
れ
た
の
は
、
か
れ
〔
松
原
〕
の
お
か
げ
で
あ
る
」
と

か
い
て
い
る
。
齋
藤
も
マ
イ
ャ
に
あ
た
た
か
く
む
か
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

回
顧
談
に
よ
れ
ば
、
教
室
費
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
。
仕
事
は
脳
の
組
織
学
で
、
「
私
は
冨
星
閏
の
講
義
も
出
な
い
し
病
室
へ
も
は
い
ら
な

い
で
、
も
っ
ぱ
ら
研
究
室
で
〔
中
略
〕
ア
メ
リ
カ
の
教
室
で
や
っ
た
の
は
、
お
殿
様
で
や
っ
た
ん
で
す
。
呼
号
四
国
昌
冒
が
二
人
お
り
ま
し
て

ね
、
写
眞
技
師
が
お
っ
て
、
写
眞
は
彼
が
皆
撮
っ
て
く
れ
て
、
私
は
の
ぞ
く
だ
け
で
、
そ
れ
が
ま
た
私
の
仕
事
だ
っ
た
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ

だ
か
ら
、
こ
ん
な
に
沢
山
、
写
眞
が
い
く
ら
で
も
と
れ
た
し
。
」
ネ
ズ
ミ
を
湯
の
な
か
で
お
よ
が
せ
つ
づ
け
た
と
き
の
中
枢
神
経
系
の
変
化
を

し
ら
べ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
帰
国
後
に
イ
ギ
リ
ス
語
で
か
か
れ
て
、
学
位
論
文
と
な
っ
た
。

マ
イ
ヤ
に
つ
い
て
齋
藤
は
『
明
治
・
大
正
時
代
の
精
神
医
学
関
係
懐
旧
談
」
（
日
本
精
神
病
院
協
会
・
東
京
、
一
九
六
八
年
）
で
、
「
彼
は
常
識

人
で
し
て
ね
。
彼
自
身
は
、
自
分
の
専
門
は
病
理
と
サ
イ
カ
ア
ト
リ
ー
と
い
う
ん
だ
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
と
か
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
精
神
医
学
を
引

き
写
し
に
す
る
の
と
は
ち
が
う
、
そ
し
て
彼
の
終
局
の
目
的
は
、
精
神
医
学
と
い
う
も
の
は
、
純
然
た
る
社
会
医
学
の
一
部
門
で
あ
る
が
、

社
会
医
学
と
い
う
も
の
の
第
一
陣
が
精
神
医
学
で
あ
る
べ
き
だ
、
そ
う
い
う
見
識
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
」
と
か
た
る
。
回
顧
談
で
齋
藤
は
、

後
年
の
社
会
精
神
医
学
面
の
発
言
に
つ
い
て
、
マ
イ
ヤ
の
影
響
で
は
な
い
と
い
う
が
、
マ
ィ
ャ
の
影
響
は
否
定
で
き
ま
い
。
お
な
じ
『
懐
旧

談
」
で
松
原
太
郎
（
松
原
三
郎
の
子
）
が
か
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
図
書
室
の
ア
ド
ル
フ
・
マ
ィ
ャ
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
齋
藤
の
か
い
た
も
の
は
松
原
三
郎
の
も
の
と
と
も
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

齋
藤
は
、
「
あ
の
頃
の
ア
メ
リ
カ
の
精
神
科
と
い
う
も
の
も
た
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
っ
ち
は
は
じ
め
か
ら
な
め
て
か
か
っ
て

い
た
ん
で
す
よ
」
（
『
八
十
八
年
を
か
え
り
み
て
」
）
、
ま
た
「
ち
が
い
が
目
に
た
っ
た
点
と
い
い
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
看
護
科
と
い
う
も
の

の
重
み
が
、
院
内
で
ず
い
ぶ
ん
高
か
っ
た
で
す
。
看
護
婦
長
は
、
場
合
に
よ
る
と
、
医
員
に
指
図
を
し
た
で
す
。
看
護
科
と
い
う
の
は
、
精

神
病
院
で
は
中
枢
で
す
ね
」
（
「
明
治
・
大
正
の
精
神
医
学
関
係
懐
旧
談
」
）
と
か
た
っ
て
い
る
。
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齋
藤
は
ほ
ぼ
一
年
半
を
合
州
国
で
す
ご
し
た
の
ち
、
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
に
帰
国
し
た
。
留
学
の
前
に
齋
藤
は
東
北
帝
国
大
学
教
授

候
補
と
う
わ
さ
さ
れ
て
い
た
。
仙
台
医
学
専
門
学
校
教
授
兼
宮
城
病
院
内
科
部
長
で
あ
っ
た
島
柳
二
は
一
九
○
七
年
二
月
二
○
日
文
部
省
か

ら
精
神
病
学
お
よ
び
神
経
病
学
の
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ー
ヘ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
一
九
○
九
年
九
月
三
○
日
に
帰
朝
し
た
が
、

一
九
一
○
年
六
月
に
病
没
し
、
そ
の
の
ち
精
神
病
学
専
任
の
教
授
は
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
一
三
年
一
二
月
に
東
京
帝
国
大
学
医

科
大
学
を
卒
業
し
て
青
山
内
科
に
勤
務
し
て
い
た
丸
井
清
泰
が
、
医
科
大
学
長
と
し
て
権
力
の
あ
っ
た
青
山
胤
通
に
お
さ
れ
て
、
一
九
一
五

年
東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
講
師
、
一
九
一
六
年
三
月
同
医
科
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
一
○
月
合
州
国
留
学
に
た
っ
た
。
齋
藤

に
は
ほ
か
の
教
授
の
話
し
も
で
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
結
局
官
公
立
医
育
機
関
の
教
職
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

齋
藤
は
帰
国
す
る
と
一
九
一
六
年
二
月
横
浜
脳
病
院
顧
問
と
、
五
月
に
は
王
子
脳
病
院
（
東
京
）
の
顧
問
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
に
王
子
脳

病
院
で
は
齋
藤
の
要
求
で
研
究
室
を
つ
く
っ
た
（
『
斎
藤
玉
男
先
生
の
横
顔
』
所
載
の
「
斎
藤
玉
男
先
生
来
歴
」
の
談
話
）
が
、
こ
れ
が
小
峰
研
究

所
（
後
述
）
の
濫
膓
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
王
子
脳
病
院
長
小
峯
茂
之
の
留
学
中
は
、
実
質
的
責
任
者
と
な
っ
て
い
た
。
他
方
一
九
一

六
年
六
月
一
二
日
に
は
、
日
本
医
学
専
門
学
校
教
授
（
精
神
病
学
担
当
）
を
嘱
託
さ
れ
、
一
九
三
○
年
四
月
一
日
の
同
学
校
の
大
学
昇
格
と
と

も
に
、
ひ
き
つ
づ
き
教
授
を
嘱
託
さ
れ
た
。
と
い
っ
て
も
精
神
病
学
を
講
義
す
る
だ
け
で
、
外
来
も
病
室
も
な
か
っ
た
。
そ
の
講
義
に
は
精

神
分
析
学
の
紹
介
も
あ
っ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
特
色
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
四
月
八
日
に
は
東
京
市
品
川
区

に
ゼ
ー
ム
ス
坂
病
院
（
四
○
床
）
を
開
設
し
て
院
長
と
な
り
、
そ
こ
に
東
京
神
経
生
物
学
研
究
所
を
併
設
し
た
。
光
太
郎
夫
人
高
村
智
恵
子
が

入
院
し
、
な
く
な
っ
た
の
は
こ
の
病
院
で
あ
っ
た
。

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
六
月
二
一
日
東
京
府
立
松
沢
病
院
副
院
長
に
就
任
し
た
（
三
宅
院
長
）
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
の
兼
任
院
長
で

は
院
務
に
よ
わ
い
の
で
、
将
来
は
専
任
院
長
に
と
い
う
東
京
府
庁
の
含
み
も
あ
っ
た
が
、
部
外
者
と
な
っ
て
ひ
さ
し
い
先
輩
に
た
い
す
る
医

局
内
か
ら
の
反
擢
も
つ
よ
か
っ
た
。
齋
藤
の
人
柄
も
あ
っ
て
医
局
内
の
し
こ
り
は
解
消
さ
れ
た
が
、
齋
藤
が
副
院
長
と
し
て
積
極
的
に
腕
を

ふ
る
う
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
三
六
年
に
一
七
歳
下
の
内
村
祐
之
が
院
長
に
な
る
と
、
二
年
後
の
一
九
三
八
年
三
月
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三
一
日
に
院
長
が
や
り
や
す
い
」

病
院
（
松
沢
病
院
副
院
長
時
代
は
申

た
。
敗
戦
後
の
齋
藤
は
進
駐
軍
冒

か
の
精
神
科
病
院
に
つ
と
め
た
。

帰
国
後
の
研
究
と
し
て
は
精
神
疾
患
の
遺
伝
に
関
す
る
も
の
な
ど
も
あ
る
が
、
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
精
神
科
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
発
言
で
あ
る
。
主
と
し
て
月
刊
誌
『
脳
」
に
発
表
さ
れ
た
論
文
の
題
名
を
い
く
つ
か
ひ
ろ
う
と
、
「
精
神
病
者
の
家
庭
委
託
療
護
制
度
と
そ

の
国
際
的
烏
倣
図
」
（
一
九
三
二
年
、
冷
泉
禎
太
郎
名
義
）
、
「
現
在
の
精
神
病
診
療
機
関
の
運
用
は
停
止
し
た
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
比
較
出
来
る

の
で
な
い
か
」
二
九
三
三
年
）
、
「
何
故
に
我
国
で
は
精
神
病
関
係
の
社
会
事
業
が
久
し
く
振
は
な
か
っ
た
か
」
（
一
九
三
三
年
）
、
「
ど
う
す
れ

ば
精
神
病
看
護
事
業
が
向
上
振
作
さ
れ
る
か
」
二
九
三
三
年
）
、
「
臨
床
精
神
病
学
と
環
境
学
（
精
神
病
院
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
に
就
て
）
」
（
一

九
三
三
年
）
、
「
精
神
病
行
政
の
一
部
面
と
し
て
の
家
庭
委
託
保
護
制
度
」
二
九
四
○
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
題
だ
け
か
ら
も
齋
藤
の

構
想
の
広
さ
・
深
さ
は
察
せ
ら
れ
よ
う
。
「
現
在
の
精
神
病
診
療
機
関
の
運
用
は
停
止
し
た
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
比
較
出
来
る
の
で
な
い
か
」

（
脳
、
第
七
巻
第
二
号
、
一
九
三
三
年
）
の
約
言
を
み
る
と
、
Ｉ

一
、
精
神
病
は
社
会
悪
の
一
種
で
あ
る
社
会
病
に
属
す
る
こ
と
。

二
、
従
て
精
神
病
（
殊
に
無
産
者
の
）
治
療
は
社
会
の
義
務
で
あ
り
、
之
に
は
医
学
的
治
療
と
社
会
的
予
防
並
に
社
会
的
治
療
が
必
要
で
あ

三
、
病
院
治
療
は
精
神
病
治
療
の
一
部
局
を
担
当
す
る
に
過
ぎ
ず
、
病
前
保
護
（
予
防
）
と
院
外
療
護
が
之
に
劣
ら
ず
必
要
で
あ
り
、
三
者

の
相
伴
は
な
い
精
神
病
治
療
施
設
は
、
施
設
と
し
て
不
完
全
で
あ
り
、
従
て
効
果
も
充
分
で
あ
り
得
な
い
こ
と
。

四
、
精
神
病
者
に
せ
よ
精
神
薄
弱
者
其
他
に
せ
よ
、
社
会
的
重
要
度
は
著
明
な
異
常
の
場
合
よ
り
は
所
謂
中
間
者
に
於
て
大
き
く
、
従
て

社
会
的
予
防
及
び
治
療
の
標
的
は
主
と
し
て
之
に
向
け
ら
れ
る
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
べ
き
こ
と
。

日
に
院
長
が
や
り
や
す
い
よ
う
に
と
副
院
長
を
辞
し
た
。
戦
局
が
き
び
し
く
な
る
と
齋
藤
は
一
九
四
四
年
九
月
三
○
日
に
ゼ
ー
ム
ス
坂

（
松
沢
病
院
副
院
長
時
代
は
門
下
を
院
長
に
し
て
い
た
）
を
閉
鎖
し
て
売
却
し
、
日
本
医
科
大
学
教
授
も
同
日
に
辞
職
し
て
故
郷
に
疎
開
し

敗
戦
後
の
齋
藤
は
進
駐
軍
国
内
検
閲
部
高
等
統
訳
官
（
そ
の
具
体
的
職
務
内
容
は
う
か
が
わ
ず
じ
ま
い
に
な
っ
た
）
に
つ
づ
い
て
、
い
く
つ

ブ
（
》
｝
」
し
」
０
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杉
田
直
樹
に
つ
い
て
は
、
堀
要
「
杉
田
直
樹
」
（
日
本
の
精
神
医
学
一
○
○
年
を
築
い
た
人
々
・
第
二
部
）
（
臨
床
精
神
医
学
、
第
一
○
巻
第
四
号
、

一
九
八
一
年
）
が
あ
る
。
杉
田
は
啓
蒙
的
文
筆
活
動
お
よ
び
ラ
ジ
オ
放
送
を
旺
盛
に
お
こ
な
っ
た
。
谷
崎
潤
一
郎
は
か
れ
の
友
人
で
、
谷
崎
の

作
品
に
は
杉
田
の
著
作
か
ら
着
想
を
え
て
い
る
も
の
も
お
お
い
と
き
く
。
し
か
し
、
わ
た
し
に
は
杉
田
の
著
作
の
全
容
は
ま
だ
つ
か
め
て
い

岸
ぜ
い
。

齋
藤
は
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）
一
○
月
一
三
日
に
老
衰
に
よ
り
な
く
な
っ
た
、
九
二
歳
。
日
本
の
精
神
病
学
界
で
主
流
の
中
心
に
な

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
時
流
を
は
る
か
に
さ
き
が
け
た
見
識
を
も
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
お
人
柄
に
よ
る
面
も
あ
っ
た
が
、
合
州

国
で
マ
イ
ヤ
の
も
と
に
ま
な
ん
だ
こ
と
の
影
響
も
お
お
き
か
っ
た
ろ
う
。

と
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
病
院
治
療
し
か
な
く
て
は
、
歯
の
ぬ
け
た
エ
ス
カ
レ
ー
タ
が
運
転
も
停
止
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
場
所
塞
げ
な
だ

け
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
表
題
の
意
味
で
あ
る
。
齋
藤
の
こ
の
構
想
は
日
本
で
は
現
在
で
も
充
分
に
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、

一
九
三
三
年
と
い
う
年
に
こ
の
構
想
を
く
み
た
て
た
こ
と
に
は
、
た
だ
驚
嘆
す
る
し
か
な
い
。
さ
き
ほ
ど
の
べ
た
よ
う
に
、
一
八
十
八
年
を
か

え
り
み
て
」
中
の
回
顧
談
で
齋
藤
は
、
わ
た
し
の
質
問
に
こ
た
え
て
、
こ
の
構
想
に
つ
い
て
マ
イ
ヤ
の
影
響
を
否
定
し
、
合
州
国
に
も
こ
う

い
っ
た
医
療
体
系
に
つ
い
て
の
考
え
は
な
か
っ
た
と
の
べ
た
あ
と
で
、
「
こ
の
頃
は
、
我
な
が
ら
少
し
神
が
か
っ
て
い
た
様
で
す
。
ま
だ
、
何

も
形
の
な
い
所
へ
、
あ
る
い
は
未
開
拓
の
野
原
に
突
っ
立
っ
た
よ
う
な
つ
も
り
で
や
っ
た
ん
だ
か
ら
、
自
分
な
が
ら
潤
達
に
書
け
た
と
、
そ

う
は
思
い
ま
す
ね
」
と
か
た
ら
れ
た
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
な
マ
イ
ャ
の
仕
事
を
み
る
と
、
そ
の
影
響
は
否
定
で
き
な
い
・

齋
藤
は
ま
た
新
潟
の
中
村
隆
治
と
と
も
に
、
西
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
文
の
↑
蜀
○
厨
房
胃
巨
ｍ
ｇ
８
２
ｚ
の
胃
○
一
○
四
８
］
ｇ
ｏ
己
８
〉
》
を
一
九
三

三
年
か
ら
刊
行
し
た
。
は
じ
め
は
私
費
刊
行
で
、
一
九
五
二
年
の
第
六
巻
か
ら
日
本
精
神
神
経
学
会
の
発
行
と
な
っ
た
。
齋
藤
は
二
○
年
ち

か
く
一
九
六
四
年
ま
で
こ
の
編
集
長
で
あ
り
、
添
削
、
校
閲
、
校
正
に
も
力
を
い
れ
た
。
こ
れ
も
合
州
国
留
学
の
経
験
を
も
っ
た
人
で
な
く

か
く
一
九
六
四
年
ま
で
こ
の
信

て
は
で
き
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。

２
、
杉
田
直
樹
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杉
田
は
一
八
八
七
年
（
明
治
二
○
年
）
九
月
三
日
に
東
京
市
に
う
ま
れ
、
第
一
高
等
学
校
を
へ
て
一
九
一
二
年
（
大
正
一
年
）
一
二
月
二
八

日
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
。
翌
年
一
月
に
は
精
神
病
学
教
室
に
は
い
り
、
副
手
と
な
っ
た
。
教
室
が
東
京
府
巣
鴨
病
院
内

に
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
が
、
杉
田
は
巣
鴨
病
院
医
員
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
学
生
時
代
か
ら
呉
教
授
の
と
こ
ろ
に
出
入
り
し
て
気
に
い
ら
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
、
す
ぐ
に
留
学
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
同
年
一
○
月
二
二
日
に
文
部
省
留
学
生
と
し
て
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ

に
む
か
っ
た
（
齋
藤
は
『
八
十
八
年
を
か
え
り
み
て
」
で
、
「
あ
の
頃
は
杉
田
君
な
ん
て
才
子
は
ピ
ョ
ッ
ピ
ョ
ッ
と
こ
っ
ち
よ
り
先
に
行
っ
ち
や
っ
た
」

（
肥
）

と
は
な
し
て
い
る
）
。
一
二
月
三
○
日
づ
け
医
局
あ
て
の
通
信
（
神
経
学
雑
誌
、
第
一
三
巻
第
二
号
、
一
九
一
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
一
二
月
な
か
ば

に
ベ
ル
リ
ン
着
、
関
係
施
設
を
見
学
し
て
い
て
、
一
月
一
○
日
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ク
レ
ペ
リ
ン
教
室
に
は
い
る
予
定
で
あ
っ
た
。
次
信
（
神
経

学
雑
誌
、
第
一
三
巻
第
一
○
号
、
一
九
一
四
年
）
は
一
九
一
四
年
八
月
一
四
日
ロ
ン
ド
ン
発
で
、
戦
乱
の
た
め
研
究
材
料
は
シ
ピ
ー
ル
マ
イ
エ
ル

教
授
の
手
も
と
に
、
衣
類
書
類
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
領
事
館
に
あ
ず
け
て
、
八
月
九
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
た
っ
て
一
九
日
ロ
ン
ド
ン
に
は
い
っ
た
、

「
研
究
報
告
の
一
部
辛
う
じ
て
国
境
通
過
を
許
さ
れ
行
李
の
底
に
収
め
得
ら
れ
候
」
と
あ
る
。
シ
ピ
ー
ル
マ
イ
エ
ル
（
弓
巴
昏
①
励
冨
①
冒
里
閏
）

の
指
導
で
「
老
毫
痴
呆
に
お
け
る
老
人
斑
の
発
生
、
殊
に
ア
ル
ッ
ハ
イ
メ
ル
氏
病
の
病
理
に
つ
い
て
」
の
研
究
を
し
た
の
で
あ
る
。
帰
国
し

た
の
は
一
○
月
か
。
二
月
二
日
の
精
神
病
科
談
話
会
で
留
学
中
の
仕
事
と
し
て
老
毫
性
痴
呆
に
つ
き
報
告
し
て
い
る
。

杉
田
は
ふ
た
た
び
文
部
省
留
学
生
と
し
て
合
州
国
に
い
く
た
め
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
四
月
二
日
に
横
浜
を
た
っ
た
。
杉
田
が
合
州

国
で
主
と
し
て
師
事
し
た
人
の
評
伝
「
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
」
（
医
事
公
論
、
第
一
四
一
五
号
、
一
九
三
九
年
）
に
は
、
栗
山
、
太
平
、
柿
内
な
ど
の

諸
先
輩
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
に
上
陸
し
た
と
き
に
は
、
合
州
国
に
は
学
修
視
察
上
の
手
懸
り
は
な
く
、
ロ
ク
フ
ェ
ラ
研
究
所
に
野
口
博

士
を
お
と
ず
れ
て
も
、
日
本
人
嫌
い
で
剣
も
ホ
ロ
ロ
の
挨
拶
だ
っ
た
、
と
か
く
。
教
室
あ
て
五
月
二
日
づ
け
通
信
お
よ
び
次
信
（
神
経
学
雑

誌
、
第
一
四
巻
第
七
号
、
同
第
八
号
、
一
九
一
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
四
月
二
九
日
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
い
り
、
つ
て
を
も
と
め
て
マ
ン
ハ
タ
ン
州
立

精
神
病
院
内
研
究
所
に
国
Ｏ
ｇ
を
た
ず
ね
た
（
マ
イ
ャ
が
所
長
を
し
て
い
て
．
ま
た
松
原
が
仕
事
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
、
杉
田
は
松
原
か
ら
こ
こ
の

こ
と
を
き
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
）
。
一
年
ぐ
ら
い
し
て
研
究
は
ボ
ル
チ
モ
ア
の
マ
イ
ヤ
教
授
の
と
こ
ろ
に
い
く
の
が
よ
い
、
し
ば
ら
く
は
病
院
で
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臨
床
面
の
見
学
を
し
て
い
た
ら
ど
う
か
、
と
の
ホ
チ
の
す
す
め
で
あ
っ
た
。
組
織
学
の
研
究
は
、
輸
入
が
た
え
て
セ
ロ
ィ
ヂ
ン
皆
無
、
色
素

皆
無
で
ほ
と
ん
ど
手
が
つ
け
か
ね
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
言
の
君
国
閏
冒
呂
目
の
９
国
。
一
○
喝
四
一
己
シ
旨
さ
目
】
）
に

い
る
と
き
い
て
い
た
日
本
神
経
学
会
会
員
の
畑
井
新
喜
司
を
同
所
に
た
ず
ね
斡
旋
を
お
れ
が
い
し
、
ま
た
呉
先
生
か
ら
同
研
究
所
の
ド
ナ
ル

ド
ソ
ン
田
の
日
望
函
の
号
①
『
庁
胃
二
ｍ
房
○
弓
）
に
依
頼
の
手
紙
を
い
た
だ
い
た
か
ら
同
氏
は
た
い
へ
ん
期
待
し
て
く
れ
て
い
る
。
六
月
中
旬
に
う

つ
る
こ
と
に
し
て
、
州
立
病
院
に
か
よ
う
か
た
わ
ら
、
あ
ち
こ
ち
の
施
設
を
ま
わ
っ
て
い
る
。
野
口
博
士
に
も
親
切
な
世
話
を
う
け
て
い
る

ウ
イ
ス
タ
研
究
所
に
お
け
る
か
れ
の
研
究
は
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
の
指
導
下
に
順
調
に
す
す
ん
だ
。
そ
れ
は
ア
ル
ビ
ノ
・
ラ
ッ
ト
に
つ
き
大
脳

皮
質
発
達
の
比
較
研
究
を
し
た
も
の
で
、
計
八
篇
が
↑
自
冨
］
○
昌
己
四
一
ｇ
ｇ
ヨ
ロ
閏
昌
ぐ
①
ｚ
①
胃
○
一
○
喝
》
》
（
あ
と
は
昆
較
神
経
学
誌
」
と
し

る
す
、
第
二
八
巻
、
第
二
九
巻
、
一
九
一
七
年
、
一
九
一
八
年
）
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
に
は
、
杉
田
が
か
い
た
も
の
を
写
眞
版

に
し
た
日
本
語
抄
録
が
つ
き
、
と
く
に
第
二
九
巻
の
抄
録
部
分
に
は
「
特
別
日
本
号
」
と
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
「
費
府
通
信
」
に
は
Ｑ
①
ｇ
目
四
国

所
長
が
ゞ
日
本
の
医
学
雑
誌
に
外
国
文
の
抄
録
が
あ
る
か
ら
こ
ち
ら
の
雑
誌
に
も
日
本
文
の
抄
録
を
つ
け
て
や
ろ
う
と
発
議
さ
れ
、
同
氏
は

こ
の
日
本
版
が
な
に
よ
り
も
の
自
慢
で
あ
る
、
と
あ
る
。
ま
た
そ
の
ま
え
の
通
信
（
神
経
学
雑
誌
、
第
ニ
ハ
巻
第
六
号
、
一
九
一
七
年
）
に
は
、

「
飢
餓
に
よ
る
幼
児
中
枢
神
経
系
発
達
の
阻
碍
」
の
実
験
を
お
え
、
つ
ぎ
に
「
内
分
泌
異
常
に
基
く
中
枢
神
経
系
発
達
の
障
害
又
は
促
進
」

巻
第
一
○
号
、
一
九
一
六
年
）
。

と
こ
ろ
で
、
杉
田
が
み
た
当
時
の
合
州
国
精
神
病
学
の
現
状
は
あ
と
の
「
費
府
通
信
」
（
神
経
学
雑
誌
、
第
一
六
巻
第
二
号
、
一
九
一
七
年
）

に
み
ら
れ
る
。
「
米
国
精
神
病
学
界
の
傾
向
は
多
く
精
神
分
析
法
に
向
ひ
居
り
化
学
又
は
病
理
解
剖
学
方
面
よ
り
研
究
す
る
学
者
極
め
て
少
な

く
、
従
来
独
逸
に
て
爲
せ
し
如
き
仕
事
に
従
ふ
事
頗
る
困
難
に
て
」
、
「
但
し
病
院
の
組
織
、
四
ｍ
目
曼
弓
農
言
い
患
者
治
療
法
等
の
上
に
は
米

人
独
得
の
向
田
ｇ
①
ご
Ｑ
の
方
法
に
大
に
学
ぶ
べ
き
も
の
勘
な
か
ら
ず
」
な
ど
と
あ
る
。
か
れ
は
ま
た
「
紐
育
市
警
察
部
内
に
新
設
せ
ら
れ
た

る
犯
罪
者
精
神
状
態
検
査
所
竝
び
に
同
所
に
於
て
用
ゐ
ら
る
る
新
案
智
力
検
査
法
に
就
て
」
を
「
神
経
学
雑
誌
」
に
紹
介
し
て
い
る
（
第
一
五

つ
る
こ
と
に
し
て
、
州
立
病
院
に

（
と
、
こ
ち
ら
の
通
信
に
は
あ
る
）
。

と
こ
ろ
で
、
杉
田
が
み
た
当
時
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の
実
験
に
と
り
か
か
る
予
定
で
あ
る
、
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
発
表
さ
れ
た
も
の
は
み
つ
け
だ
し
て
い
な
い
。
臨
床
面
で
は
一
九
一
七
年
一

月
か
ら
週
半
日
ず
つ
大
学
の
精
神
科
、
神
経
科
で
研
修
し
た
。

杉
田
は
一
九
一
八
年
五
月
一
五
日
に
帰
国
し
、
翌
年
に
は
医
学
部
講
師
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
一
二
年
四
月
二
五
日
同
助
教
授
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
研
究
は
大
脳
皮
質
の
微
細
構
造
お
よ
び
児
童
問
題
を
主
と
し
て
い
た
。
先
輩
で
あ
り
助
教
授
で
あ
っ
た
三
宅
鑛
一
は
東
京
府
巣
鴨
病

院
の
松
沢
村
移
転
に
と
も
な
い
一
九
一
九
年
に
松
沢
病
院
副
院
長
と
な
っ
た
の
で
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
が
本
務
と
な
っ
て
い
た
。
呉
教
授
は
杉

田
を
自
分
の
後
任
に
の
ぞ
ん
で
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
司
法
精
神
病
学
、
社
会
精
神
病
学
を
主
と
す
る
精
神
病
学
第
二
講
座
の
設
置
が
一
九

二
四
年
七
月
七
日
の
医
学
部
教
授
会
で
み
と
め
ら
れ
て
い
た
（
日
本
医
事
新
報
第
一
二
六
号
、
一
九
二
四
年
）
。
呉
の
後
任
に
は
一
九
二
五
年
五

月
四
日
の
教
授
会
で
三
宅
が
え
ら
ば
れ
た
が
、
「
日
本
医
事
新
報
」
第
一
五
五
号
の
記
事
に
は
、
ち
か
く
二
講
座
に
な
る
の
で
杉
田
は
落
胆
に

お
よ
ば
ず
、
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
の
ち
「
天
降
り
」
的
に
物
療
内
科
（
眞
鍋
嘉
一
郎
教
授
）
新
設
が
き
ま
っ
た
余
波
だ
ろ
う
、
精
神
病

学
第
二
講
座
設
置
は
立
ち
消
え
と
な
る
。
杉
田
は
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
二
月
四
日
東
京
府
立
松
沢
病
院
副
院
長
兼
東
京
帝
国
大
学
医

学
部
講
師
と
な
っ
た
。
つ
い
で
愛
知
医
科
大
学
の
官
立
移
管
に
際
し
、
一
九
三
一
年
五
月
二
○
日
に
名
古
屋
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た

（
松
沢
病
院
副
院
長
と
し
て
杉
田
の
後
任
に
な
っ
た
の
が
齋
藤
で
あ
る
）
。

名
古
屋
で
の
研
究
の
中
心
は
精
神
乖
離
症
（
「
精
神
分
裂
病
」
の
訳
語
が
定
着
す
る
ま
で
杉
田
は
こ
の
訳
語
を
つ
か
っ
て
い
た
）
お
よ
び
精
神
薄

弱
で
あ
っ
た
。
杉
田
の
も
と
で
「
児
童
治
療
教
育
相
談
室
」
が
開
設
さ
れ
、
杉
田
は
ま
た
私
費
で
八
事
（
杉
山
）
脳
病
院
を
買
収
し
て
八
事
少

年
寮
を
開
設
し
た
（
精
神
薄
弱
児
養
護
施
設
三
好
学
園
の
前
身
）
。
東
京
医
科
大
学
教
授
就
任
が
き
ま
っ
て
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
四
月

に
名
古
屋
を
さ
っ
た
が
、
正
式
発
令
の
直
前
一
九
四
九
年
八
月
二
九
日
狭
心
症
の
た
め
東
京
で
死
亡
し
た
。
六
一
歳
。

合
州
国
で
ま
な
ん
だ
も
の
が
そ
の
後
の
杉
田
の
な
か
で
ど
う
い
か
さ
れ
た
か
は
、
解
明
で
き
て
い
な
い
。
東
京
帝
国
大
学
の
精
神
病
学
教

室
は
生
物
学
的
伝
統
に
た
つ
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
呉
ｌ
三
宅
と
社
会
精
神
病
学
へ
の
関
心
も
ふ
か
く
、
第
二
講
座
開
設
は
呉
の

熱
願
で
あ
っ
た
。
杉
田
の
合
州
国
に
お
け
る
研
究
は
脳
組
織
学
が
主
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
が
見
聞
し
て
き
た
も
の
が
社
会
精
神
病
学
へ
の
風
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を
さ
ら
に
つ
よ
め
た
だ
ろ
う
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
小
児
精
神
病
学
に
つ
い
て
も
か
れ
の
合
州
国
留
学
の
影
響
が
推
定
で
き
る
。

注
は
（
下
）
の
末
尾
に
一
括
し
て
掲
載
す
る
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）

（
あ
と
次
号
）
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